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序 

文

道
端©

石
垣
の
上
に
肩
を
寄
せ
合
う
男
女
二
神
、
憤
怒
の
形
想
で
邪
鬼
を
踏
ま
え
る
青
面
金
剛
、
今
は
人
通
り
も
絶
え
た
旧
道
の 

辻
に
斜
め
に
立
つ
道
し
る
べ
、
山
裾
に
林
立
す
る
百
庚
申
の
文
字
塔
な
ど
な
ど
。

一
時
代
前
に
は
、
県
内
各
所
で
普
通
に
見
か
け
た 

風
景
で
す
。

最
近
の
社
会
環
境
の
急
激
な
変
化
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
石
造
文
化
財
は
危
機
に
瀕
し
て
お
り
ま
す
。
他
処
へ
移
動
さ
れ
、
あ
る
い 

は
瓦
礫
の
如
く
山
積
み
に
さ
れ
、
首
を
も
が
れ
、
更
に
は
不
心
得
者
に
よ
り
持
ち
去
ら
れ
る
石
仏
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
 

ま
さ
に
石
造
文
化
財
ご
難
の
時
代
と
言
っ
て
よ
い
で
し
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
、
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
三
か
年
計
画
で
「石
造
文
化
財
総
合
調
査
」
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
 

昭
和
六
十
年
度
で
一
応
終
了
し
、
近
世
石
造
文
化
財
保
護
の
基
礎
資
料
が
集
積
さ
れ
た
と
考
え
ま
す
。

夏
の
調
査
で
は
、
背
丈
を
こ
え
て
生
い
茂
る
草
を
切
り
払
い
、
日
影
で
は
ヤ
ブ
蚊
に
悩
ま
さ
れ
、
冬
に
は
雪
の
下
か
ら
掘
り
出
し 

た
石
仏
の
寸
法
を
凍
え
る
手
で
測
り
、
銘
文
を
記
録
す
る
。
ま
た
写
真
撮
影
で
は
、
良
い
光
線
を
求
め
て
同
じ
崖
を
何
回
も
よ
じ
登 

る
と
い
っ
た
、
難
行
苦
行
の
連
続
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
調
査
に
当
っ
た
県
下
七
〇
市
町
村
二
〇
〇
余
名
の
調
査
員
各
位 

の
、
こ
の
よ
う
な
ご
労
苦
と
、
各
市
町
村
教
育
委
員
会
の
担
当
職
員
各
位
を
は
じ
め
本
調
査
に
陰
に
陽
に
ご
協
力
を
賜
っ
た
皆
様
方 

に
、
改
め
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
発
刊
の
運
び
と
な
っ
た
調
査
報
告
書
が
、
県
民
各
位
に
活
用
さ
れ
、
石
造
文
化
財
ひ
い
て
は
民
俗
文
化
財
に
対
す
る
ご
理 

解
と
文
化
財
保
護
思
想
の
涵
養
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
三
月
三
十
一
日 

群
馬
県
教
育
委
員
会

教
育
長 

千
吉
良 

覚
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凡 

例

一
、 
本
書
は
、
昭
和
五
八
〜
六
〇
年
度
に
実
施
さ
れ
た
「
石
造
文
化
財
総
合
調
査
」
に
於
て
、
 

各
市
町
村
か
ら
提
出
さ
れ
た
調
査
票
を
も
と
に
、
庚
申
塔
、
日
待
塔
及
び
月
待
塔
に
つ
い 

て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

二
、 ̂
4
書
の
編
集
は
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
で
行
っ
た
。

三
、 
口
絵
の
写
真
は
、
調
査
票
添
付
の
写
真
の
ぅ
ち
か
ら
適
宜
掲
載
し
た
。

四
、 
庚
申
塔
及
び
日
待•

月
待
塔
の
一
覧
表
は
、
市
町
村
毎
に
ま
と
め
、
番
号
は
市
町
村
毎 

の
通
し
番
号
と
し
た
。

五
、 
表

中

の

「
形
」
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴
 

庚
申
塔
。
「文
」
は
文
字
庚
申
塔(

庚
申
、

青

面

金

剛

、
猿
田
彦
大
神
、
梵
字
塔
な 

ど)

。
「青
面
」
は
青
面
金
剛
像
塔
。
「
殿
」
は

石

殿(

石
祠)

形
庚
申
。
「
灯
」
は
灯
菴 

形
庚
申
。
「層
」
は
層
塔
形
庚
申
。
「
像
」
は
地
蔵
菩
薩
等
青
面
金
剛
像
以
外
の
像
容
庚 

申
塔
。
「猿
」
は
山
王
猿
像
な
ど
猿
を
中
心
と
し
た
像
容
の
庚
申
。
「
臼
」
は
石
臼
形
の 

庚
申
。
「他
」
は
そ
の
他
の
形
を
と
る
庚
申
。

⑵
 

日
待•

月
待
塔
。
「文

22
」
「像(
如
.

22)
」
は
そ
れ
ぞ
れ
文
字
塔
で
二
十
二
夜
待
塔
、

如
意
輪
観
音
像
で
二
十
二
夜
待
塔
を
示
す
。
「
像
(

勢
.

23
ご 

は
勢
至
菩
薩
像
の
二
十 

三
夜
塔
を
示
す
。
「文
(

巳)

」
「文
(

甲
子)

」
「文
(
弁)

」
「文
(

大)

」
は
そ
れ
ぞ
れ 

文
字
の
巳
待
塔
、
甲
子
待
塔
、
弁
財
天
、
大
黒
天
を
示
す
。
「像
(
弁)

」
「
像
(

大)

」 

は
そ
れ
ぞ
れ
弁
才
天
像
、
大
黒
天
像
を
示
す
。
「
日
」
「
月
」
は
そ
れ
ぞ
れ
日
待
塔
、
月 

待
塔
を
示
す
。

六
、 
「所
在
地
」
は
大
字
以
下
の
地
名
で
示
す
。

七
、 
「方
量
」
は
高
さ
、
幅
、
総
高
を
記
し
、
高
さ
は
主
体
部(
身
部)

の
高
さ
を
、
幅
は
主 

体
部
の
最
大
幅
を
、
総
高
は
地
上
の
最
高
値
を
示
す
。

八
、 
「年
代
」
は
、
元
号
を用

：；

算
用
数
字
で
示
す
。
な
お
安
政
七
年
は
「安
政7

」
と
、
寛 

政

庚

申

年

は

「寛
政

12
」

の
よ
う
に
示
し
た
。
年
代
が
確
定
で
き
な
い
場
合
は
「
不
明
」 

と
し
た
。

九
、 
「銘
文
」
は
原
則
と
し
て
調
査
票
記
載
の
と
お
り
と
し
た
が
、
左
の
よ
う
に
変
更
し
た
箇 

所
も
あ
る
。

⑴
 

異

字•

旧
字
は
当
用
漢
字
に
、
変
体
仮
名
又
は
元
の
漢
字
又
は
平
が
な
で
示
し
た
。
 

⑵
 

文
字
不
明
の
箇
所
は
「□

ロ
」
「コ

」

の
よ
う
に
示
し
た
。

⑶
 

人
名
多
数
の
場
合
は(

他
六
名
略)
(

女
性
名
六
名
略)

の
よ
う
に
示
し
た
。

⑷
 

銘
文
の
配
列
は
、
適
宜
変
更
し
て
あ
る
。

十
、
庚
申
塔
、
日

待•

月
待
塔
と
も
に
紙
数
の
都
合
で
主
要
な
も
の
を
掲
載
し
全
容
に
つ
い 

て
は
、
巻

末

の

「市
町
村
別
造
塔
数
一
覧
」
で
示
し
た
。



庚
申
答

I

二

猿

庚

申
(

延

宝

元)

前
橋
市
公
田
町
熊
野
神
社

青

面

金

剛

像
(

明
和

三)

高

崎

市

下

日

高

行

人

像

庚

申

塔
(

寛

文

九)

伊
勢
崎
連
取
町
上
吉
良
墓
地

青

面

金

剛

像
(

宝

暦

十

三)

前
橋
市
西
大
室
町
観
昌
寺

百庚申(嘉永四)

高崎市貝沢町 不動寺

青

面

金

剛

像
(

元

禄

七)

伊
勢
崎
市
国
領
町



庚
申
塔
二

青
面
金
剛
像(

正
徳
二)

太
田
市
寺
井
聖
王
寺

青
面
金
剛
像(

延
宝
二)

沼
田
市
材
木
町
舒
林
寺

地
蔵
庚
申(

延
宝
二)

太
田
市
寺
井
聖
王
寺

層
塔
庚
申(

不
明)

沼
田
市
原
町
愛
宕
神
社

三
猿
庚
申(

寛
文
十
二)

館

林

市

羽

附

新

興

青
面
金
剛
像(

宝
永
二)

館
林
市
仲
町
観
性
寺



庚
申
塔
三

層

塔

庚

申
(

承

応

四)

渋
川
市
並

木

町

遍

照

寺

青

面

金

剛

像
(

元

文

年

間)

藤

岡
市
下
日
野
高
井
戸

か

の

え

さ

る
(

文

政

二)

藤
岡
市
上
栗
須
赤
城
神
社

青面金剛と馬頭尊

渋川市入沢鼻欠地蔵

猿

田

彦

大

神
(

安

政

七)

藤

岡

市

中

栗

須

神

明

宮

一

石

百

庚

申(

万

延

元)

富
岡
市
上
丹
生



庚
申
塔
四

庚

申

守

夜

塔
(

文

化

四)

富
岡
市
小
野
阿
弥
陀
堂

石

殿

庚

申
(

寛

永

二)

安
中
市
八
本
木
延
命
地
蔵

馬

頭

尊

庚

申
(

元

禄

五)

北
橘
村
小
室
東
丸
山

猿

像
(

庚
申
童

子)
(

享

保

九) 

富
岡
市
額
部

青

面

金

剛

像
(

元

禄

九)

安
中
市
上
磯
部
観
音
堂

石

殿

庚

申
(

延

宝

五) 

北

橘

村

小

室

第

I



庚
申
塔
五

青

面

金

剛

像
(

不

明)

赤
城

村

津

久

田

福

増

寺

庚

申

塔
(

万

延

元)

富
士
見
村
田
島

青面金剛像(不明)

大胡町上大屋観音堂

庚

申

供

養
(

元

禄

八)

赤

城

村

敷

島

諸

田

大

青

面

金

剛

宝

塔(

文

化

十)

富
士
見
村
原
之
郷
円
竜
寺

庚申(安永五)

大胡町河原浜応昌寺入ロ



庚
申
塔
六

青
面
金
剛
塔(

寛
保
三)

宮
城
村
苗
ケ
島
金
剛
寺

一
石
百
庚
申(

嘉
永
九)

粕
川
村
深
津
西
福
寺

百庚申(寛政七)

粕川村月田近戸神社

燈
籠

庚

申(

延
宝
八)

宮
城
村
苗
ヶ
島
金
剛
寺

青
面
金
剛
像(

享
保
十
一)

新
里
村
奥
沢
東
部

青
面
金
剛
像(

享
保
十
一)

新
里
村
山
上
天
竺



庚
申
塔
七

庚

申

塔(

宝
永H
)

黒
保
根
村
八
木
原
上

青
面
金
剛
像(

文
化
十)

榛
名
町
本
郷
蔵
屋
敷

青
面
金
剛
像(

不
明)

黒
保
根
村
清
水
観
音
堂

青
面
金
剛
像(

享
保
五)

倉
渕
村
二
之
倉
全
透
院

庚

申
(

万
延
元)

倉
渕
村
水
沼
中
郷

石殿庚申(万治二)

榛名町下里見郷見神社



庚
申
塔
八

青
面
金
剛
像(

元
禄
五)

箕

郷

町

駒

寄

庚

申

塔(

延
宝
八)

群
馬
町
北
原
村
西

上
章

捃

灘(

元
延
元)

箕
郷
町
白
川
竹
ノ
鼻

百庚申(元治元)

群馬町北原村西

庚

申

塔(

万
延
元)

子
持
村
白
井
大
宮
神
社

庚申塔群(層塔は承応Z1) 
子持村中郷双林寺前



庚
申
塔
九

青
面
金
剛
像(

不
明)

小
野
上
村
小
野
子
程
久
保

庚

申
(

嘉
永
元)

伊
香
保
町
伊
香
保

青
面
金
剛
像(

元
禄
十
四)

榛
東
村
山
子
田
地
蔵
堂

大
青
面
金
剛
宝
塔(

嘉
永
二)

小
野
上
村
村
上
古
城
台

層

塔

庚

申(

延
宝
元)

榛
東
村
山
子
田
柳
沢
寺

青
面
金
剛
像(

明
和
四) 

吉
岡
村
南
下



庚
申
塔
十

青
面
金
剛
像(

宝
永
元) 

吉
岡
村
大
久
保
田
端

青
面
金
剛
像(

文
化
九)

鬼
石
町
鬼
石
福
持
寺

青
面
金
剛
像(

元
禄
五)

万
場
町
下
宿

守
庚
申
会
記(

万
延
元)

新
町
五
区
諏
訪
神
社

青
面
金
剛
像(

元
禄
十
四) 

万
場
町
下
宿

青
面
金
剛
像(

不
明)

中
里
村
伝
田
郷



庚
申
塔
十
一

庚

申

塔(

寛
政
十
ー 

ー)

中
里
村
神
ヶ
原

庚

申
(

寛
政
十
ー 

ー) 

上
野
村
野
栗
沢

青
面
金
剛
像(

享
保
四)

上
野
村
乙
父
千
日
堂

三

尸

怨(

寛
政
十
ー 

ー)

下
仁
田
町
西
牧

青
面
金
剛
像(

万
延
元)

下
仁
田
町
馬
山
杣
瀬
百
庚
申

青

面

尊

像(

元
禄
十
三)

南
牧
村
勧
能
前
日
向



庚
申
塔
十
二庚

申
供
養
塔(

元
文
五)

南
牧
村
羽
根
沢
蛇
見
堂

青
面
金
剛
像(

天
保
六)

甘
楽
町
国
峰
興
厳
寺

梵

字

庚

申(

寛
政
十
ー 

ー)

甘
楽
町
善
慶
寺

青

面

金

剛(

寛
政
三)

松
井
田
町
下
増
田
赤
坂

庚

申
(

万
延
元)

松
井
田
町
中
宿
補
陀
寺

石

殿
(

燈
籠)

庚

申
(

寛
文
八) 

中
之
条
町
赤
坂



庚
申
塔
十
三

青
面
金
剛
尊(

文
化
十
三)

吾
妻
東
村
岡
崎
榛
名
神
社

青

面

金

剛(

元
禄
三)

中
之
条
町
中
之
条
清
見
寺

青
面
金
剛

吾
妻
東
村
御
園
観
音

青
面
金
剛
像(

寛
政
十
ー 

ー)

吾
妻
町
泉
沢
渡
戸
観
音

百
体
庚
申
供
養(

天
保
十
四)

吾
妻
町
須
賀
尾
諏
訪
神
社
東

庚

申

塔(

安
永
五•

右 

文
化
五•

左) 

長
野
原
町
林
観
音
堂



庚
申
塔
十
四庚

申
塔 
(

不
明)

長
野
原
町
川
原
湯
神
社

庚

申
(

文
化
五)

草
津
町
草
津
光
泉
寺

庚
申
供
養
塔(

不
明)

草

津

町

前

観
音
堂

庚
申
供
養
塔(

文
化
十
四) 

六
合
村
生
須

奉
造
立
庚
申
供
養(

延
宝
八) 

高
山
村
中
山
五
領

青
面
金
剛
像(

享
保
十
一)

高
山
村
中
山
判
形



庚
申
塔
十
五

石
殿
庚
申(

延
宝
八) 

白
沢
村
尾
合
中
村

層

塔

庚

申(

万
治
ー
ー)

白
沢
村
平
出
平
出
神
社

青
面
金
剛
像(

正
徳
元)

利
根
村
柿
平
観
音
堂

青
面
金
剛
像(

享
保
十
四) 

利
根
村
根
利

層

塔

庚

申(

承
応
三)

川
場
村
谷
地
桂
昌
寺

青
面
金
剛
像(

元
文
五)

川
場
村
生
品
大
日
堂



庚
申
塔
十
六

庚

申

塔(

不
明)

片
品
村
東
小
川
中
井

層

塔

庚

申(

延
宝
四)

片
品
村
土
出
伊
閑
町

青

面

金

剛(

宝
永)

水
上
町
綱
子

ー
ニ
猿
庚
申(

不
明)

水
上
町
大
穴
大
見
堂

青

面

金

剛(

寛
保
ー
ー)

月
夜
野
町
下
津
南
区

庚

申

塔(

寛
政
十
ー 

ー)

月
夜
野
町
下
津
竹
改
度



庚
申
塔
十
七

層
塔
庚
申

新
治
村
相
俣
海
円
寺

庚

申

神(

万
延
元)

新
治
村
相
俣
浅
地

青
画
金
剛
像(

宝
暦
六)

赤
堀
町
下
触
万
徳
寺

庚

申
(

文
化
十)

赤
堀
村
今
井
宝
珠
寺

青
面
金
剛
像(

延
宝
八) 

境
町
平
塚
天
人
寺

奉
造
立
庚
申
供
養(

正
徳
二) 

境
町
島
村



庚
申
塔
十
八

青
面
金
剛
像(

元
禄
四)

玉
村
町
板
井
八
幡
宮

石
臼
庚
申(

不
明)

玉
村
町
南
玉
金
蔵
寺

三
猿

庚

申(

寛
文
八)

尾
島
町
大
館

青
面
金
剛
像(

宝
永
二)

尾
島
町
前
小
屋

青
面
金
剛
像(

元
禄
十
五)

新
田
町
下
江
田
最
勝
寺

青
面
金
剛
像(

元
禄)

新
田
町
上
江
田



庚
申
塔
十
九地

蔵
庚
申(

延
宝)

薮
塚
本
町
薮
塚
湯
ノ
入

梵

字
庚
申(

寛
文
十)

笠
懸
村
阿
佐
美

奉
造
立
庚
申
供
養
塔(

寛
文
十
二) 

薮
塚
本
町
薮
塚
西
野

青
面
金
剛
像(

元
文
五)

大
間
々
町
高
津
戸
川
面

百庚申

笠懸村阿佐美 南光寺

ー
ー
猿
庚
申(

延
宝
八)

明
和
村
矢
島
公
民
館



庚
申
塔
二
十

三
猿
庚
申(

寛
文
十
二)

明
和
村
矢
島
公
民
館

青
面
金
剛
像(

延
宝
五)

明

和

村

斗

合

田

薬

王

寺

梵
字
庚
申(

寛
政
十
一)

千
代
田
町
舞
木
薬
師
堂

青
面
金
剛
像(

延
宝
八)

千
代
田
町
瀬
戸
井
宝
生
寺



庚
申
塔
二
十

一

庚
申
供
養
塔(

元
文
五)

大
泉
町
上
小
泉
正
眼
寺

庚

申

塔(

宝
暦
十
二)

大
泉
町
下
小
泉
正
善
院

青
面
金
剛
像(

享
保
ー
ー) 

邑
楽
町
中
野
大
根
村

青
面
金
剛
像(

宝
永
四)

邑
楽
町
秋
妻
光
林
寺



日
待•

月
待
塔
一

廿
二
夜
供
養(

明
和
六)

前
橋
市
西
大
室
町
観
昌
寺

大
黒
天,高

崎
市
下
日
高
諏
訪
神
社

二

十
三
夜(

嘉
永
四)

伊
勢
崎
市
戸
谷
塚
町

廿
一
夜
塔(

天
保
十
二)

沼
田
町
坊
新
田
町
了
源
寺

日
待
層
塔(

承
応
四)

沼
田
市
戸
神
町
虚
空
蔵
様

十
九
夜
供
養
塔(

宝
暦
十
一) 

館
林
市
成
島
小
蓋
公
民
館



日
待•

月
待
塔
二

廿
二
夜
佛(

天
保
四)

富
岡
市
下
黒
岩

三
光
寺
供
養
塔(

明
和
二)

安
中
市
上
ノ
尻
愛
岩
神
社
下

日

待

塔(

承
応
三)

赤
城
村
長
井
小
川
田
年
丸

弁

財

天(

宝
暦
十
一)

館
林
市
上
林
山

甲

子
(

元
治
元)

藤
岡
市
上
戸
塚
戸
塚
神
社

大黒天(元治兀)

渋川市並木町遍照寺



日
待•

月
待
塔
三

二
冲
一
夜
塔(

元
文
五)

、北
橘
村

廿
一
夜
塔(

天
明
元)

富
士
見
村
米
野

二
十
一
夜

大
胡
町

弁

財

天(

天
明
七)

粕
川
村

巳
需
塔新

里
村

三
日

月

神(

天
保
四)

黒
保
根
村



日
待•

月
待
塔
四

ー
ー
十
ー 

ー
夜
塔(

天
保
五) 

榛
名
町
上
里
見
間
野

弁
財
天倉

渕
村

二
士 

一
夜

群
馬
町

1
1

十
六
夜
念
仏
供
養

小
野
上
村

廿
三
夜
待
供
養
塔(

天
明
五) 

箕
郷
町
西
明
屋

ー
ー
十
一
夜
念
仏
供
養(

明
和
七) 

榛
東
村
山
子
田



日
待•

月
待
塔
五

廿
ー
ー
夜
待
供
養

吉
岡
村

ー
ー
十
ー 

ー
夜
待
供
養
塔 

新
町

二
十
二
夜(

天
保
十
三)

鬼
石
町
浄
法
寺

三
夜
塔上

野
村

廿
ー
ー
ー
夜
待
供
養
塔(

明
和
五) 

中
里
村

ー
ー
十
ー
ー
夜(

安
政
三)

万
場
町
青
梨
子



日
待•

月
待
塔
六弁

財
天下

仁
田
町
青
倉

弁
財
天南

牧
村

巳
子
待
塔

松
井
田
町
上
増
田

弁
財
天中

之
条
町
中
之
条
林
昌
寺

奉
待
弁
天
供
養
塔

甘
楽
町

日

待

塔(

明
暦
元)

吾
妻
東
村
新
巻
正
泉
寺



日
待•
月
待
塔
七

二
士
二
夜

吾
妻
町

大

黒

天(

文
化
元)

長
野
原
町
横
壁
諏
訪
神
社

月
光
菩
薩

六
合
村
入
山
梨
木

十
九
夜六

合
村
入
山
品
木

ー
ー
十
一
夜
待(

天
保
十
一) 

高
山
村

一
夜
待
供
養(

宝
暦
五)

白
沢
村
平
出
正
眼
寺



日
待•

月
待
塔
八

二
十
一
夜
塔

利
根
村
穴
原

念
一
夜
供
養
塔

川
場
村

ー
ー
十
六
夜
塔

片
品
村
幡
谷

十
六
夜
待
供
養
塔(

文
化
七)

水
上
町
高
日
向
堂
屋
敷

準提観音塔

月夜野町

ー
ー
十
一
夜
需
供
養

新
治
村



日
待•
月
待
塔
九

二
十
二
夜
供
養
塔(

明
和
五) 

赤
堀

村

磯

ー
ー
十
三
夜
塔

境
町

大

黒

天(

寛
政
五)

玉
村
町

廿
ー
ー
夜新

田
町
村
田
宝
蔵
寺

子
待
塔尾

島
町

巳
待
塔薮

塚
本
町



日
待•

月
待
塔
十

愛染明王(文化八) 

笠懸村

十
九
夜
念
仏
供
養

板
倉
町
板
倉
実
相
寺

十
九
夜明

和
村

二
十
三
夜
塔

千
代
田
町

廿
二
夜
待
供
養
塔(

明
和
四) 

大
泉
町

二
十
二
夜
念
仏
供
養
塔 

邑
楽
町



補遺

青
面
金
剛
明
王(

宝
永
八)

勢
多
郡
東
村
花
輪
祥
禅
寺

青
面
金
剛
像(

享
保
十
六)

勢
多
郡
東
村
沢
入
大
沢
寺

釈
迦
如
来
庚
申(

万
治
四)

桐
生
市
本
町
浄
雲
寺



上州の近世石造文化財(概論)

上
州
の
近
世
石
造
文
化
財(

概
論)

近 

藤 

義 

雄

一
、 
は
じ
め
に

二
、 
造

立

者

三
、 
種 

類

四
、 
地

域

差

五
、 
石 

エ

ー

ヽ

は

じ

め

に

近
世
石
造
文
化
財
は
、
古

代.

中
世
に
比
べ
て
非
常
に
そ
の
種
類
が
多
い
。
石
材
は 

ほ
と
ん
ど
地
元
の
安
山
岩
を
甩
い
、
中
世
の
よ
ぅ
に
凝
灰
岩
や
緑
泥
片
岩
を
遠
方
か
ら 

運
ん
で
き
て
造
立
す
る
例
は
稀
で
あ
る
。
近
世
は
交
通
も
発
達
し
、
物
資
の
交
流
も
盛 

ん
で
あ
る
の
に
、
近
世
石
造
文
化
財
と
そ
の
石
材
使
用
が
地
元
中
心
で
あ
っ
た
の
は
何 

故
で
あ
ろ
ぅ
か
。

中
世
石
造
物
に
は
、
緑
泥
片
岩
の
板
碑
が
利
根
郡
や
吾
妻
郡
な
ど
で
も
か
な
り
大
き 

な
も
の
も
見
受
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
石
は
遠
く
荒
川
上
流
や
多
野
郡
方
面
か
ら
運
ば
れ 

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
凝
灰
岩
の
石
仏
や
五
輪
塔
な
ど
、
そ
の
産
地
か
ら
離
れ
た
遠 

い
地
に
も
あ
る
。
勢
多
郡
赤
城
村
宮
田
の
石
造
不
動
明
王
像
な
ど
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。

そ
の
原
因
は
特
殊
な
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
加
工
技
術
が
軟
か
い
石
材
で
な
け
れ
ば 

細
工
が
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
当
時
の
密
教
信
仰
な
ど
に
よ
る
と
い
う
。

密
教
で
は
石
仏
に
着
色
し
て
、
よ
り
一
層
神
秘
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
、
板
碑
は 

武
士
階
層
や
僧
侶
な
ど
に
よ
り
造
立
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
一
般
農
民
の
手
に
な
る 

も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
近
世
石
造
物
と
古
代.

中
世
石
造
物
の
信
仰
上
の
相
違 

が
深
く
係
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

近
世
石
造
物
は
、
古
代
が
貴
族
や
大
き
な
権
力
者
の
造
立
、
中
世
の
武
士
中
心
の
特 

殊
信
仰
に
基
づ
く
の
に
対
し
、

一
般
庶
民
層
に
よ
り
造
立
さ
れ
た
の
が
大
部
分
で
あ
る 

の
が
特
色
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
古
代
貴
族
の
富
と
権
力
も
な
け
れ
ば
、
中
世
の
よ
う 

な
切
実
な
信
仰
に
根
ざ
す
も
の
で
な
い
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
近
世
石
造
物
も
大
部
分 

が
信
仰
遺
物
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
中
世
の
よ
う
に
戦
乱
の
な
か
で
苦
悩
し
、
信
仰
が 

生
き
て
い
た
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

例
え
ば
、
道
祖
神
に
し
て
も
泰
平
の
世
に
ユ
ー
モ
ア
を
感
じ
さ
せ
る
抱
擁
型
の
も
の 

が
近
世
中
期
か
ら
多
く
な
る
が
、
そ
こ
に
は
中
世
の
よ
う
な
深
刻
な
姿
は
全
く
感
じ
ら 

れ
な
い
。
六
地
蔵
に
し
て
も
、
中
世
末
の
時
代
の
人
々
は
、
輪
廻
車
を
廻
し
て
ひ
た
す 

ら
来
世
へ
の
悲
願
を
こ
め
て
祈
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
輪
廻
車
孔
を
も
つ
六
地
蔵
石
幢 

(
輪
廻
塔)

は
、
近
世
に
は
そ
の
姿
を
消
し
、
僅
か
に
渋
川
市
の
真
光
寺
と
子
持
村
双
林 

寺
の
寛
永
期
の
も
の
が
二
基
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
月
待
供
養
塔
も
非
常
に
多
く
造
立
さ



れ
て
く
る
が
、
そ
の
信 

仰
集
団
の
講
中
の
集
ま 

り
は
、

一
部
に
は
切
実 

な
願
い
を
こ
め
て
信
卬 

す
る
人
も
あ
っ
た
ろ
う 

が
、
大
部
分
は
レ
ク
リ

ヱ
ー
シ
ョ
ン
的
で
あ
る
。 

総
じ
て
、
近
世
石
造
物

に
は
前
代
の
よ
う
な
暗

さ
が
な
く
な
っ
て
い
る 

と
い
え
よ
う
。
三
猿
の

上
に
膏
面
金
剛
が
勇
ま

し
い
姿
で
刻
ま
れ
て
い

て
も
、
封
建
社
会
へ
の

庶
民
の
生
き
方
は
教
え

ら
れ
て
も
深
刻
さ
は
な
：

2
。

遠
国
の
神
々
や
仏
を
刻
ん
だ
石
祠
や
碑
に
し
て
も
、
講
中 

の
人
々
は
旅
の
安
全•

感
謝
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
は
信
仰
と
と
も
に
多
分
に
レ
ク
リ 

H

丨
シ
ョ
ン
的
な
も
の
が
あ
っ
た
。
伊
勢
参
宮
日
記
な
ど
に
は
京.

大
阪
か
ら
四
国
の 

琴
平
ま
で
の
社
寺
詣
に
か
こ
つ
け
た
見
物
旅
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
ょ
う
な
大
き
な
変
化
は
、
近
世
社
会
が
泰
平
で
あ
っ
た
こ
と
と
庶
民
の
生
活
文 

化
が
豊
か
に
な
っ
て
き
て
、
真
の
庶
民
文
化
が
開
花
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ 

ろ
う
。
近
世
石
造
文
化
財
は
、
庶
民
が
そ
の
造
立
者
で
あ
り
、
前
代
の
ょ
う
な
切
実
な 

強
い
信
仰
の
所
産
で
な
い
か
ら
、
遠
方
か
ら
特
殊
な
石
材
を
運
ぶ
こ
と
な
く
、
身
近
か

な
石
材
を
用
い
て
造
立
し
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。
し
か
も
、
庶
民
に
と
っ
て
は
記
念
物
的
意 

図
も
あ
る
か
ら
硬
質
の
石
を
選
び
、

い
つ
で
も
容
易
に
礼
拝
し
、
よ
り
多
く
の
人
の
目 

に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
路
傍
や
社
寺
の
境
内.

墓

地.

塚
な
ど
に
造
立
さ
れ
た
の
で 

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
造
顕
さ
れ
た
石
造
物
は
種
類
も
非
常
に
多
く
、
多
種
多
様
で
あ 

り
、
近
世
庶
民
の
精
神
生
活
を
よ
り
具
体
的
に
示
し
て
く
れ
る
文
化
遺
産
と
い
え
る
の 

で
は
な
か
ろ
ぅ
か
ひ

な
お
、
近
年
県
T-
市
町
村
で
次
々
に
近
世
石
造
文
化
財
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
、
ま
た
、
 

市
町
村
誌
な
ど
で
も
近
世
の
金
石
文
と
し
て
多
く
記
録
さ
れ
て
き
て
い
る
。
以
下
こ
れ 

ら
を
参
考
に
本
県
の
近
世
石
造
文
化
財
を
概
観
し
て
み
た
い
。

二
、
造 

立 

者

近
世
の
各
種
石
造
物
の
造
立
者
は
、
個

人.

惣
村
中•

講
中
に
大
別
で
き
る
。
但
し
、
 

個
人
名
を
刻
ん
だ
も
の
で
も
、
多
く
は
講
中
の
一
人
と
し
て
造
立
し
た
も
の
が
か
な
り 

あ
る
。
百
庚
申
や
千
庚
申
に
は
個
人
名
を
刻
ん
だ
も
の
が
多
い
が
、
そ
れ
は
百
庚
申
の 

一
基
を
個
人
個
人
が
分
担
し
た
も
の
が
あ
り
、
安
中
市
下
秋
間
の
百
馬
頭
な
ど
も
馬
頭 

講
中
の
一
員
と
し
て
あ
げ
た
も
の
が
か
な
り
多
い
と
思
わ
れ
る
。

純
然
と
し
た
個
人
造
立
は
、
村
の
有
力
者
が
記
念
に
奉
納
し
た
と
か
、
特
別
の
信
仰 

を
も
っ
た
家
で
造
立
す
る
の
で
あ
り
、
不
慮
の
災
害
で
子
供
を
失
っ
た
親
が
供
養
に
地 

蔵
を
造
立
す
る
、
或
は
行
者
が
個
人
で
不
動
尊
を
造
立
す
る
な
ど
で
あ
る
。

一
般
に
石 

神
.

石
祠
よ
り
も
仏
像
の
場
合
に
個
人
の
造
立
が
多
い
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
信
仰
に
基 

づ
く
か
ら
で
あ
る
。

惣
村
中
の
造
立
は
、
仏
よ
り
神
の
場
合
が
多
い
。
鎮
守
の
境
内
に
造
立
者
名
の
な
い

輪廻車孔をもつ石幢(元亀4) 
大間々町浅原
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石
祠
が
多
い
が
、
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
惣
村
中
の
造
立
で
あ
ろ
う
。
道
祖
神
、
天
王
社 

(

八
坂
祠)

、
水
神
な
ど
は
路
傍
や
池
の
中
に
あ
る
が
ほ
と
ん
ど
惣
村
中
の
造
立
で
あ
る
。

講
中
の
造
立
例
は
、
大
き
く
二
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

一
つ
は
村
内
の
講
で
、
そ
の
代 

表
的
な
例
は
庚
申
講•

月

待

講•

馬
頭
講
な
ど
で
あ
ろ
う
。
庚
申
講
は
村
落
内
に
十
数 

軒
単
位
に
つ
く
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
小
さ
な
村
落
で
は
村
中
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
 

青
画
金
剛
像
な
ど
は
い
く
つ
か
の
講
中
が
と
も
に
同
一
の
像
を
ま
つ
る
。
月
待
講
に
は 

女
人
講
が
多
く
、
邑
楽
郡
の
渡
良
瀬
川
よ
り
の
地
方
に
は
十
九
夜
塔
、
太
田
市
か
ら
西 

毛
地
方
に
か
け
て
は
二
十
二
夜
塔
が
多
く
、
利
根
郡
地
方
に
は
二
十
三
夜
が
多
い
。
時 

に
は
十
六
夜
塔.

十
七
夜
塔(

太
田
市)

な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
 

世
話
人
は
男
性
で
あ
る
が
講
員
は
女
性
で
、
渋
川
市
金
井
の
二
十
二
夜
塔
の
よ
う
に
広 

範
囲
に
わ
た
る
百
人
ほ
ど
の
女
性
の
信
仰
に
よ
り
造
立
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
念
仏
供 

養
塔
な
ど
も
念
仏
講
中
の
造
立
で
、
寒
念
仏
塔
や
地
蔵
像
を
造
立
し
て
い
る
。
建
築
関

係
の
職
人
は
、
聖
徳
太
子
の
碑
や
像
を
造
立
し
て
ま
っ
る
。
珍
し
い
の
は
渋
川
市
真
光 

寺
境
内
に
あ
る
安
政
三
年(

一
八
五
〇
の
一
千
職
の
碑
で
あ
ろ
う
。

一
千
職
碑
は
床
屋
職
人 

の
講
中
四
十
数
名
に
よ
り
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
天
神
社
や
道
祖
神
は
、
惣
村
中 

の
造
立
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
祭
礼
は
子
供
が
主
役
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
地
縁
集
団
、
職
業
集
団
、
信
仰
集
団
、
女
性
集
団
、
年
齢
集
団
な
ど
の 

地
域
の
集
団
に
よ
り
、
近
世
の
多
く
の
石
造
文
化
財
は
造
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

代
参
講
中
に
よ
り
造
立
さ
れ
た
も
の
に
は
、
遠
方
の
神
々
や
碑
が
あ
る
。
琴
平(

金
比 

羅)

社
、
秋
葉
社
、
富
士
宮
、
諏
訪
社
、
八
幡
社
を
は
じ
め
、
山
羽
三
山
や
阿
夫
利
山 

の
石
尊
権
現
、
御
嶽
な
ど
の
碑
も
各
所
に
あ
る
。
代
参
社
は
無
事
代
参
を
す
ま
せ
た
記 

念
に
鎮
守
に
灯
籠
や
狛
犬.

鳥

居•

玉
垣
な
ど
を
献
納
し
た
例
も
多
い
。
伊
勢
参
宮
な 

ど
は
、
代
参
者
が
村
を
立
っ
と
き
は
お
仮
屋
を
つ
く
り
、
留
守
中
家
族
は
道
中
の
無
事 

を
祈
っ
て
お
参
り
し
た
。
代
参
者
が
一
巡
し
た
の
で
そ
の
記
念
に
石
祠
を
造
立
し
た
の 

も
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
近
世
中
期
以
後
遠
方
の
神
仏
へ
の
代
参
講
が
発
展
し
た
背
景
に
は
、
有 

名
社
神
の
御
師
と
よ
ば
れ
る
神
人
団
の
活
動
、
或

は

行

者.

修
験
者
等
が
先
達
と
な
り 

民
衆
へ
の
布
教
活
動
が
大
き
く
係
わ
っ
て
き
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
な
か
で
も
御
師
の 

活
動
は
盛
ん
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

御
師
の
活
動 

近
世
の
中
頃
に
な
る
と
、
庶
民
の
社
寺
詣
に
か
こ
っ
け
た
旅
行
も 

多
く
な
る
。

こ
の
旅
行
は
た
い
て
い
講
中
を
つ
く
り
、
代
表
者
を
何
名
か
送
っ
て
代
参 

す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
そ
の
指
導
勧
誘
に
あ
た
っ
た
の
が
御
師
た
ち
で
あ
る
。
御 

師
は
秋
の
収
穫
後
受
持
の
村
々
を
廻
り
、
御
初
穂
料
を
集
め
て
代
参
者
の
参
詣
な
ど
の 

打
合
わ
せ
を
す
る
。
そ
の
代
参
講
が
近
世
未
に
は
か
な
り
多
く
な
り
、
講
中
で
は
鎮
守 

の
境
内
に
石
宮
を
つ
く
り
有
名
社
寺
を
勧
請
し
て
拠
り
所
と
し
た
。
そ
の
結
果
ど
の

多数の寄進者名を刻むえんま堂の常夜燈 

高崎市倉賀野町



村
々
に
も
遠
方
の
神
々
の
石
祠
が
あ
り
、

い
ま
で
は
ど
の
神
社
の
分
社
だ
か
不
明
に 

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
御
師
の
活
動
は
、
神
社
や
御
師
の
財
源
に
も
な
り
、
定
例
の
外
に
社
寺 

修
覆
や
大
祭
な
ど
の
資
金
勧
化
が
次
第
に
増
加
し
、
な
か
に
は
偽
御
師
の
勧
化
ま
で
あ 

り
村
人
の
負
担
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
村
々
で
は
一
定
の
御
師
以
外
は
断
る
村 

議
定
ま
で
し
て
い
る
。

一
村
だ
け
で
は
断
り
き
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
連
合
村
協
定
し 

て
排
除
す
る
こ
と
も
で
て
き
て
い
る
。

つ
ぎ
に
示
す
資
料
は
、
前
橋
藩
向
領
三
十
三
力 

村
議
定
書
で
あ
る
が
、
向
領
と
は
利
根
川
右
岸
の
旧
群
馬
郡
の
前
橋
領
で
、
文
化
十
三 

年(

一
八
一
〇
に
三
十
三
力
村
の
名
主.

組

頭.

長
百
姓
が
連
署
し
、
村
々
に
入
っ
て
く
る 

様
々
な
ね
だ
り
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
が
八
ヵ
条
に
な
っ
て
い
て
、
 

そ
の

一

条

目

に

「
近
年
浪
人
鉢
之
者
、
旅
僧
、
修
験
、
瞽
女
、
座
頭
並
御
師
勧
化
僧
、
 

難
船
之
者
等
多
数
徘
徊
致
合
力
勧
化
、
初
穂
等
過
分
に
ね
だ
り
取
候
故
」
と
あ
り
、
そ 

の
六
条
目
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

一
御
師
之
儀
は

伊

勢

津

島

榛

名

碓

氷

鹿

嶋

愛

宕

戸

隠

石

尊

右
之
御
師
先
規
之
通
取
斗
可
申
候
、
譬
先
前
参
来
之
御
師
二
而
茂
右
之
外
百
石
二
付
三 

文
差
出
可
申
候
、
何
様
申
候
共
其
余
者
差
出
申
間
敷
候
、
且
又
新
規
之
御
師
決
而
請
不
申 

候

(

『総
社
町
誌
』
福
島
博
家
文
書)

右
に
よ
る
と
、
こ
の
八
社
以
外
は
百
石
に
付
三
文
以
上
は
支
出
し
な
い
協
定
で
あ
る
。
 

一
般
的
に
は
こ
の
八
力
所
は
対
象
外
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
石
祠 

が
多
く
の
村
々
に
あ
る
の
も
古
く
か
ら
の
御
師
の
活
動
と
結
び
つ
い
た
か
ら
で
あ
る
。

右
の
う
ち
、
伊

勢.

榛

名.

鹿

嶋
•

戸
隠
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
津
島
は
尾
張
の 

津
島
牛
頭
天
王
社
で
、

一
般
に
は
八
坂
様
と
し
て
村
々
に
勧
請
さ
れ
て
あ
り
、
伊
勢
参 

宮
に
は
ほ
と
ん
ど
が
津
島
参
り
も
し
て
い
る
。
伊
勢
参
り
だ
け
で
は
「
片
参
り
」
と
い 

わ
れ
、
両
者
を
お
参
り
し
な
い
と
よ
く
な
い
と
ま
で
い
わ
れ
て
き
て
い
る
。
碓
氷
は
碓 

氷
峠
の
熊
野
神
社
で
あ
り
、
石
尊
は
相
模
の
阿
夫
利
神
社
で
あ
る
。
石
尊
の
場
合
は
石 

祠
よ
り
も
石
碑
や
石
灯
籠
な
ど
を
造
立
し
た
例
が
多
い
。

右
の
協
定
は
榛
名
東
麓
の
例
で
あ
る
が
、
県
内
各
地
で
御
師
の
く
る
神
社
が
異
る
。
 

伊

勢.

津
島
は
県
内
共
通
で
あ
る
が
、
赤

城.

妙

義.

秩
父
三
ツ
峰
な
ど
の
多
く
の
講 

社
が
結
成
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
各
地
の
石
祠
の
相
違
は
そ
れ
を
証
明
し
て
く
れ 

よ
う
。
代
参
講
は
御
師
の
活
動
と
関
係
深
く
、
そ
の
講
中
に
よ
り
造
立
さ
れ
た
石
造
物 

は
か
な
り
多
い
も
の
で
あ
る
。

三
、
種 

類

近
世
の
石
造
文
化
財
の
大
部
分
は
信
仰
遺
物
で
あ
り
、
民
衆
の
個
人
ま
た
は
集
団
に 

よ
り
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

い
わ
ば
近
世
庶
民
信
仰
の
重
要
資
料
で
あ
る
。

直
し
る
べ
、
石
橋
な
ど
は
、

一
見
信
仰
に
係
わ
り
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
道
し
る
べ 

の
な
か
に
は
有
名
社
寺
へ
の
道
し
る
べ
が
相
当
あ
る
。
近
世
庶
民
の
三
十
三
番
札
所
巡 

り
が
さ
か
ん
に
な
る
と
、
郡
単
位
に
ま
で
三
十
三
番
札
所
が
で
き
、
人
々
は
道
し
る
べ 

を
必
要
と
し
て
き
た
。
な
か
に
は
渋
川
市
八
木
原
の
道
し
る
べ
の
よ
う
に
伊
勢
や
四
国 

の
金
比
羅
ま
で
示
し
た
天
保
四
年(

一八ーーーーーー
)

の
道
し
る
べ
が
あ
る
。
古
い
も
の
に
は
有
名 

霊
場
を
教
え
た
も
の
の
多
い
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
石
橋
架
橋
に
伴
っ
た 

橋
供
養
碑
も
あ
る
。
中
山
道
の
豊
岡
と
板
鼻
宿
と
の
境
の
享
和
二
年(

一
八〇

ーー
)

の
橋
供
養
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碑
は
古
く
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

信
仰
遺
物
が
中
心
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
世
石
造
物
を
大
別
す
る
と
、
神

道

関

係. 

仏

教

関

係.

記
念
物
に
な
ろ
う
。
記
念
物
も
大
部
分
は
神•

仏
い
ず
れ
か
に
大
部
分
が 

入
れ
ら
れ
る
の
で
、

二
大
区
分
に
よ
り
記
す
こ
と
と
す
る
。

神
道
関
係

こ
の
種
の
石
造
物
は
石
祠.

石
碑
と
そ
の
奉
納
品
で
あ
り
、
な
か
に
は
神
仏
習
合
時 

代
の
た
め
神
仏
の
両
分
野
に
ま
た
が
る
も
の
も
あ
る
。
庚
申
な
ど
は
、
青
面
金
剛
は
仏 

教
に
属
す
る
が
、
庚
申
信
仰
は
古
く
日
本
の
山
の
神
信
仰
の
発
展
で
、
近
世
初
頭
に
は 

石
宮
の
庚
申
が
多
く
、
修
験
な
ど
が
深
い
係
り
を
も
っ
て
い
る
の
で
明
確
に
区
分
し
得 

な
い
。
そ
の
結
果
、
神
道
関
係
石
造
物
は
、
近
く
の
神
、
遠
方
の
神
、
民
俗
信
仰
の
神
、
 

奉
納
品
に
大
別
す
る
。

近
く
の
神 

一
応
上
野
の
国
内
に
本
社
を
も
つ
神
々
で
、
赤
城
神
社.

榛
名
神
社. 

妙
義

神

社.

貫
前
神

社.

甲
波
宿
弥
神
社
な
ど
の
石
祠
が
多
く
、
加
茂
神
社
や
美
和
神 

社
の
よ
う
な
神
々
も
上
野
十
二
社
と
し
て
古
代
か
ら
地
方
の
本
社
の
よ
う
な
役
割
を
果 

し
て
き
て
い
る
の
で
土
地
の
神
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
鎮
守
の
社
殿
裏
に 

上
野
十
二
社
の
石
祠
が
並
ん
で
い
る
例
は
各
地
に
あ
る
。

こ
の
種
の
石
祠
に
は
、
近
く 

の
山
や
川
を
祭
神
と
し
て
祀
る
地
方
的
な
例
も
多
く
、
利
根
郡
地
方
の
武
尊
神
社
、
五
ロ 

妻
地
方
の
白
根
神
社
な
ど
、
近
く
の
山
を
祖
霊
の
山
と
し
て
信
仰
し
、
村
里
に
石
宮
を 

造
立
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

遠
方
の
神 

こ
の
種
の
神
に
は
、
八

幡.

天

神•

八
坂(

牛
頭
天
王)
•

鹿

嶋
.

富 

士
浅
間
な
ど
が
多
い
。
八
幡
神
社
は
上
野
神
明
帳
に
は
登
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
中
世 

以
来
武
神
と
し
て
源
氏
の
守
護
神
と
な
り
、
や
が
て
農
業
神
と
し
て
も
広
く
信
仰
さ
れ

て
伝
播
し
た
。
八
幡
神
の
多
く
は
宇
佐
の
本
社
か
ら
で
な
く
鎌
倉
鶴
ケ
岡
八
幡
か
ら
の 

勧
請
の
よ
う
で
あ
る
。
屋
敷
神
と
し
て
八
幡
石
祠
を
も
つ
家
も
相
当
多
い
。
天
神
は
元 

来
怨
霊
信
仰
で
あ
り
、
菅
原
道
真
の
霊
を
鎮
め
る
た
め
北
野
の
神
人
団
が
祭
っ
た
の
に 

は
じ
ま
る
が
、
近
世
は
道
真
を
学
問
の
神
と
し
、
子
供
組
に
天
神
待
な
ど
が
普
及
し
、
 

近
世
中
期
以
後
の
寺
子
屋
の
普
及
と
と
も
に
各
地
に
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
八
坂 

神
社
は
夏
越
し
の
疫
病
除
け
の
神
と
し
て
全
県
に
普
及
し
、

一
部
宿
場
に
は
市
神
と
し 

て
祀
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
尾
張
の
津
島
神
社
か
ら
の
勧
請
が
大
部
分
で
あ
る
。
富
士 

浅
間
神
社
は
、
富
士
講
な
ど
の
発
展
に
よ
り
全
県
的
で
は
あ
る
が
邑
楽
郡
地
方
に
は
特 

に
多
い
。
館
林
の
浅
間
神
社
の
初
山
詣
の
信
仰
も
あ
る
が
、
高
く
塚
を
築
い
て
祀
る
の 

で
水
害
に
苦
し
む
地
方
の
人
々
の
生
活
が
一
層
富
士
信
仰
を
盛
ん
に
し
た
の
か
も
知
れ 

な
い
。
鹿
島
や
香
取
の
石
祠
は
そ
う
多
く
は
な
い
が
、
代
参
講
が
普
及
し
て
い
た
か
ら 

で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
熊
野.

春

日.

諏

訪.

出
羽
三
山.

相
模
の
石
尊
様.

秩
父
三
峰. 

遠
州
秋
葉
な
ど
の
神
々
が
各
地
に
見
受
け
ら
れ
る
。

民
俗
的
な
神 

こ
の
種
の
神
々
は
、
特
定
の
本
社
を
も
た
な
い
が
全
国
的
に
分
布 

し
て
い
る
神
が
多
い
も
の
で
あ
る
。
十

二

様•

水

神•

地

神•

疱

瘡

神.

道

祖

神.

稲 

荷
な
ど
が
こ
の
種
の
神
と
し
て
は
多
い
。
稲
荷
の
場
合
は
、
伏
見
稲
荷
や
笠
間
稲
荷
を 

本
社
と
し
て
そ
こ
か
ら
勧
請
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
屋
敷
稲
荷
が
代
表
す
る
よ
う
に
地 

の
神
で
あ
り
穀
物
神
で
あ
る
。
水
神
は
本
地
は
弁
財
天
で
あ
る
が
、
多
く
は
石
祠
で
あ 

り
、
宇
賀
神
像
や
弁
財
天
像
は
少
な
い
。
地
神
は
東
毛
で
は
大
泉
町
小
泉
の
社
日
様
が 

広
く
知
ら
れ
、
渋
川
地
方
で
は
堅
牢
地
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
道
祖
神
は
、
中
毛 

か
ら
西
毛
に
多
く
、

二
神
並
列
像
か
文
字
塔
で
あ
る
が
、

一
神
型
も
各
地
に
あ
る
。
特 

に
榛
名
山
周
辺
と
赤
城
山
南
面
に
多
く
、
板
倉
町
な
ど
に
は
二
神
并
列
型
は
一
基
し
か 

な
く
、
太
田
市
で
も
文
字
塔
三
基
、

二
神
并
列
型
一
基
の
計
四
基
し
か
な
い
。



献
納
品 

神
社
境
内
に
は
鳥
居.

水

盤.

狛

犬.

唐

獅

子.

灯

籠.

玉
垣
な
ど
の 

各
種
献
納
の
石
造
物
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
赤
城
の
百
足
鳥
居
以
外
は
大
き
な 

特
色
あ
る
も
の
は
な
い
が
、
高
遠
石
工
の
作
に
な
る
鳥
居
な
ど
が
赤
城
村
に
多
い
。
ま 

た
、
水
盤
で
は
、
渋
川
市
の
甲
波
宿
弥
神
社
の
大
蛇
の
形
の
も
の
な
ど
は
特
色
が
あ
る
。
 

狛
犬
で
は
碓
氷
熊
野
神
社
や
粕
川
村
月
田
の
近
戸
神
社
な
ど
に
は
中
世
に
ま
で
遡
り
得 

る
古
い
も
の
が
あ
る
が
、
他
は
す
べ
て
近
世
で
そ
ぅ
古
い
銘
の
あ
る
も
の
も
見
受
け
ら 

れ
な
い
。
灯
籠
に
は
赤
城
村
宮
田
神
社
や
妙
義
町
の
妙
義
神
社
に
中
世
の
も
の
も
あ
る 

が
、
他
は
ほ
と
ん
ど
近
世
で
あ
り
、
高
遠
石
工
の
作
が
目
立
つ
。
ま
た
、
世
良
田
東
照 

宮
な
ど
に
は
大
名
寄
進
の
も
の
も
あ
る
。
玉
垣
は
有
名
神
社
は
講
中
寄
進
が
多
い
が
、
 

榛
名
神
社
の
塩
原
太
助
奉
納
の
も
の
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

仏
教
関
係

神
道
関
係
は
祈
願
を
主
と
す
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
っ
た
が
、
仏
教
関
係
は
供
養
の 

た
め
に
造
立
さ
れ
た
石
造
物
が
か
な
り
多
く
な
る
。
地
蔵
信
仰
は
そ
の
代
表
的
な
も
の 

で
あ
る
が
、
宝

篋

印

塔.

回
国
塔
な
ど
い
ず
れ
も
追
善
供
養
が
大
部
分
で
あ
る
。
し
か 

し
ヽ
石
像
の
多
く
は
仏
像
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
仏
教
的
立
場
で
分
類
す
る
と
如
来.

菩 

薩
.

明

王.

天

部•

羅
漢
及
び
祖
師
像.

供
養
に
関
す
る
碑
な
ど
に
大
別
し
て
概
観
す 

る
こ
と
に
す
る
。

如
来 

釈

迦

如

来•

薬

師

如

来.

大
日
如
来
な
ど
が
主
で
、
な
か
で
も
薬
師
が
古 

く
か
ら
現
世
利
益
の
仏
と
し
て
、
厄
除
け
治
病
の
信
仰
か
ら
造
立
さ
れ
て
き
た
。
願
果 

し
に
奉
納
さ
れ
た
小
さ
な
薬
師
像
が
ま
わ
り
に
沢
山
あ
る
の
も
よ
く
見
受
け
る
。
釈
迦 

如
来
は
禅
宗
寺
院
で
は
本
尊
に
安
置
し
て
い
る
が
そ
ぅ
多
く
は
な
い
。
大
日
如
来
は
修 

験
や
真
言
宗
に
多
く
尊
崇
さ
れ
た
仏
で
、
地
方
に
よ
っ
て
は
か
な
り
多
い
。
渋
川
市
内

だ
け
で
も
四
〇
体
近
い
大
日
如
来
の
石
像
が
あ
り
、
赤
城
村
で
は
一
八
体
あ
る
。
そ
れ 

に
比
べ
新
田
町
で
は
四
体
、
板
食
町
で
は
四
〇
体
、
伊
勢
崎
市
で
は
二
体
と
文
字
塔
四 

基
で
あ
る
。
こ
の
大
き
な
地
域
差
は
、
渋
川
市
や
赤
城
村
で
は
修
験
の
影
響
が
大
き
く
、
 

特
に
角
田
無
幻
な
ど
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
板
食
町
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
の 

寺
が
真
言
宗
で
あ
る
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
方
伊
勢
崎
に
少
な
い
の
は
、
 

天
台
宗
や
禅
宗
が
多
く
、
真
言
宗
の
教
線
が
弱
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

菩
薩 

観

音•

勢

至•

地
蔵
が
菩
薩
の
代
表
的
仏
で
あ
る
。
観
音
に
は
多
く
の
種 

類
が
あ
り
、
な
か
で
も
一
番
多
い
の
は
馬
頭
観
音
で
あ
る
。
馬
頭
観
音
は
元
来
三
面
六 

臂
の
忿
怒
像
で
、
除
魔
の
仏
と
さ
れ
て
い
た
が
、
近
世
の
信
仰
は
馬
を
加
護
す
る
仏
と 

し
て
信
仰
さ
れ
、
愛
馬
の
死
後
供
養
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。
伊
勢
崎
市 

の
場
合
、
馬
頭
は
一
五
六
基
で
文
字
塔
が
大
部
分
で
あ
る
。
同
市
の
三
光
町
の
嘉
永
五 

年(

一八五ーー)

の
馬
頭
観
音
碑
に
は
「大
館
村
付
方
中
」
な
ど
二
〇
力
村
余
の
村
名
が
刻
ま 

れ
て
あ
り
、
問
屋
を
中
心
と
し
た
交
通
業
者
や
馬
喰
な
ど
の
寄
進
で
あ
ろ
う
。
馬
が
交 

通
業
者
や
農
民
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
か
を
偲
ば
せ
る
珍
し
い 

碑
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
地
域
的
に
は
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。
赤
城
村
の
二
八
六 

基
に
対
し
、
板
含
町
五
基
と
少
な
い
。
平
野
部
よ
り
山
寄
り
が
一
層
馬
と
人
間
の
係
わ 

り
の
大
き
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
安
中
市
下
秋
間
の
百
馬
頭
も
珍
し
い
例
で
あ
ろ
う
。

地
蔵
菩
薩
像
は
、
全
県
的
に
平
均
し
て
多
い
。
中
世
以
来
地
蔵
信
仰
が
盛
ん
に
な
り
、
 

近
世
に
な
る
と
墓
地
の
入
口
に
六
地
蔵
を
並
べ
た
例
も
多
い
。
不
慮
の
死
者
の
霊
を
供 

養
す
る
た
め
の
地
蔵
を
造
立
し
た
例
も
各
地
に
あ
る
。
子
持
村
双
林
寺
と
渋
川
真
光
寺 

境
内
に
あ
る
寛
永
年
代
の
六
地
蔵
石
幢
は
、
輪
廻
車
孔
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
戦
国
時 

代
以
後
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
な
か
に
珍
し
い
例
で
あ
ろ
う
。
元

禄.

享
保
の
頃
の
六 

地
蔵
石
幢
は
各
地
で
見
受
け
ら
れ
る
が
、
輪
廻
車
孔
を
も
つ
も
の
は
見
当
ら
な
い
。

一
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石

三

体•

一
石
六
体
を

並
べ
た
も
の
も
あ
る
。

な
お
、
榛
名
山
周
辺 

に
は
、
榛
名
神
社
の
本 

地
仏
で
あ
る
勝
軍
地
蔵 

が
何
体
か
見
受
け
ら
れ 

る
。
そ
の
勝
軍
地
蔵
が 

板
倉
町
に
一
体
あ
る
の 

は
珍
し
い
。
榛
名
神
社 

と
は
特
に
係
わ
り
は
な 

さ
そ
ぅ
で
あ
る
。
ま
た
 ヽ

こ
の
他
菩
薩
界
の
像
に 

は
虚
空
蔵•

文

殊.

馬 

鳴
な
ど
の
菩
薩
も
数
は 

少
な
い
が
各
地
に
見
受

け
ら
れ
る
。
虚
空
蔵
は
赤
城
信
仰
、

馬
鳴
菩
薩
は
養
蚕
と
関
係
が
あ
る
仏
像
で
あ
る
。

明
王 

不
動
明
王.

愛
染

明

王•

閻

魔

王.

十
王
な
ど
が
明
王
部
の
代
表
的
な
仏 

像
で
あ
り
、
不
動
は
修
験
と
深
い
係
り
が
あ
り
、
大
日
の
変
身
と
し
て
災
難
除
去,

治 

病
の
仏
と
し
て
古
く
か
ら
信
仰
さ
れ
、
修
験
の
行
場
と
な
る
滝
の
あ
る
と
こ
ろ
や
山
村 

に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
が
、
元
禄
以
前
の
作
は
少
な
い
。
珍
し
い
の
は
尾
島
町
安
養
寺 

の
千
体
不
動
で
あ
ろ
ぅ
。
江
戸
浅
草
の
石
工
に
ょ
る
延
享
四
年
の
作
で
あ
る
。

十i

.

閻
魔i

は
、
地

蔵.

奪
衣
姿
と
と
も
に
セ
ッ
ト
で
造
立
さ
れ
て
い
る
例
が
多 

く
、
地
蔵
十
王
経
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
中
毛
か
ら
北
毛
地
方
に
多
く
、
利
根
郡
地

方
で
は
曹
洞
宗
寺
院
の
境
内
や
墓
地
に
見
受
け
る
こ
と
が
多
い
。
群
馬
町
引
間
の
十
王 

堂(

公
開
堂)

に
は
、
近
世
初
期
の
石
像
が
ー
セ
ッ
ト
揃
っ
て
い
る
。

愛
染
明
王
は
、
紺
屋
の
職
人
が
愛
染
講
を
つ
く
り
祭
る
。
高
崎
市
下
小
鳥
町
の
蓮
華 

院
が
宝
永
五
年(

一S

八)

で
あ
る
か
ら
県
下
で
は
早
い
例
の
ょ
ぅ
で
あ
る
。

天
部 

毘
沙
門
天
な
ど
の
四
天
王•

大

黒

天.

摩
利
支
天
な
ど
が
あ
る
。
な
か
で 

も
広
く
見
受
け
ら
れ
る
の
は
大
黒
天
で
あ
り
、
大
黒
講
中
に
ょ
り
造
立
さ
れ
る
の
が
多

い
。
甲
子
講
も
大
黒 

天
の
神
使
が
鼠
で
あ 

る
こ
と
か
ら
大
黒
講

と
同
様
で
あ
る
。
五

穀
豊
穣
と
福
徳
を
も

た
ら
す
と
し
て
信
印 

さ
れ
、
丸
彫
像
が
多

い
。
県
内
で
は
近
世

中
期
以
後
で
、
そ
ぅ

古
い
も
の
は
な
い
。

摩
利
支
天
像
は
修
験 

者
や
剣
を
学
ぶ
人
な 

ど
に
祭
ら
れ
る
。
士
ロ 

井
町
馬
庭
念
流
道
場 

の
樋
口
家
の
庭
に
祭 

ら
れ
て
い
る
の
は
よ

く
知
さ
れ
て
い
る
が
、

下秋間館の百馬頭 安中市

千体不動供養塔

尾島町安養寺明王院



ほ
と
ん
ど
が
近
世
中
期
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
毘
沙
門
天
は
忿
怒
相
の
武
神
像 

で
、
上
杉
謙
信
の
深
く
信
仰
し
て
い
た
関
係
か
ら
長
尾
氏
と
も
関
係
が
あ
る
。
伊
勢
崎 

市
豊
城
町
の
蓮
神
社
に
は
室
町
時
代
の
石
像
が
あ
る
。
同
市
に
は
他
に
三
か
所
も
室
町 

時
代
の
石
造
毘
沙
門
天
像
が
あ
る(

『伊
勢
崎
の
近
世
石
造
物
』)

の
は
珍
し
い
。
長
尾 

氏
と
の
係
わ
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
近
世
の
石
像
は
非
常
に
少
な
い
。

羅
漢
及
び
祖
師
像
等 

五
百
羅
漢
は
川
越
市
の
喜
多
院
が
有
名
で
あ
る
。
県
内
に 

も
何
か
所
か
あ
り
、
藤
岡
市
の
七
輿
山
古
墳
の
中
段
の
五
百
羅
漢
は
心
な
い
者
の
仕
業 

に
よ
り
頭
部
が
欠
け
て
い
る
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

祖
師
像
で
は
弘
法
大
師
像
が
多
い
。
榛
名
町
の
室
田
地
方
か
ら
西
に
は
小
字
毎
に 

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

二
十
一
大
師
と
も
い
わ
れ
、

二
十
ー
カ
所
に
造
立
さ
れ
、
そ
れ 

を
札
所
巡
り
の
よ
う
に
巡
拝
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
真
言
宗
と
の
係
わ
り
は
な
さ
そ 

う
で
あ
る
。

供

養

塔•

日

待.

月
待
塔 

供
養
塔
に
は
経
典
供
養.

回
国
供
養
の
塔
が
多
い
。 

墓
地
に
は
三
界
万
霊
供
養
塔
や
宝
篋
印
供
養
塔
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
近 

世
中
期
以
後
で
、
寛
永
期
ま
で
上
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。
念
仏
塔
も 

供
養
塔
が
あ
る
が
、
百
万
遍
念
仏•

寒
念
仏
な
ど
が
あ
り
、

一
字
一
石
供
養
塔
も
数
は 

少
な
い
が
各
地
に
分
布
し
て
い
る
。
日

待.

月
待
塔
で
は
、
十
六
夜
塔
か
ら
十
七
夜. 

十

九

夜•

二
十
一
夜•

二
十
三
夜
塔
な
ど
が
県
内
に
あ
る
。

い
ず
れ
も
そ
う
古
い
も
の 

は
な
い
。
近
世
中
期
以
後
で
あ
り
、
そ
の
分
布
は
既
に
記
し
た
よ
う
に
特
色
あ
り
、
十 

六

夜.

十
七
夜
は
希
で
あ
り
、
十
九
夜
は
邑
楽
郡
で
も
渡
良
瀬
川
よ
り
に
、

二
士
一
夜 

は
中
毛
に
、
二
十
一
夜
は
北
毛
に
多
い
。
そ
れ
で
も
十
九
夜
塔
が
松
井
田
町
や
六
合
村. 

長

野

原

町.

下
仁
田
町.

南
牧
村
な
ど
に
も
一
〜
二
基
見
受
け
ら
れ
る
の
は
、
古
く
は 

十
九
夜
が
西
毛
地
方
に
ま
で
広
く
信
仰
さ
れ
てh

た
の
で
あ
ろ
う
と
都
九
十
九
一
氏
は

い
ぅ
。
月
待
さ
女
人
講
が
主
で
、
月
の
上
る
の
を
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
拝
ん
だ
の
で
あ 

る
。
庚
申
塔
も
供
養
塔
の
一
種
で
あ
る
。
日
•

月
を
刻
ん
だ
日
待
講
で
、
六
〇
日
目
、
 

或
は
六
〇
年
目
に
め
ぐ
っ
て
く
る
庚
申
の
日
や
庚
申
の
年
を
祭
る
講
で
あ
る
。
県
下
で 

は
桐
生
市
川
内
町
の
千
手
寺
庚
申
七
面
塔
が
古
く
、
七
地
蔵
を
龕
部
に
刻
み
、
上
段
の 

竿

石

に

「奉
大
乘
之
部 

石
燈
供
養 

六
道
能
化
地
蔵 

薩
埵
尊
容 

現
世
安
穏 

後 

生
善
処
也 

天

文

十

七

年

戊

申

八

月

日 

庚
申
七
面
塔
西
小
倉
村
旦
那
椅
会
座
」 

(

『桐
生
市
の
文
化
財
』)

と
あ
り
、
地
蔵
信
仰
と
庚
申
信
仰
が
合
わ
さ
っ
て
い
る
。
庚
申 

単
独
の
も
の
は
寛
永
期
か
ら
の
も
の
が
何
基
か
あ
り
、
群
馬
町
引
間
諏
訪
神
社
境
内
の 

「寛
永
十
年
癸
酉
十
月
朔
日 

奉
造
立
石
塔
一
基 

庚
申
供
養
」
と
あ
る
の
は
早
い
例 

で
あ
ろ
ぅ
。

一
般
に
早
い
時
期
の
庚
申
石
造
物
は
石
祠
型
や
塔
型
舟
型
光
背
石
塔
で
、
 

五
重
塔
型
は
北
毛
地
方
に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
青
面
金
剛
像
は
寛
文
か
ら
享
保
期
ま 

で
の
も
の
が
多
く
、
東
毛
に
す
ぐ
れ
た
も
の
が
目
立
つ
。
千
庚
申
は
少
例
で
あ
る
が
百 

庚
申
は
各
地
に
あ
り
、
群
馬
町
足
門
に
は
嘉
永
三
年(

一八§
)

に
一
石
百
通
り
の
書
体
で 

庚
申
と
刻
ん
だ
塔
も
あ
る
。

庚
申
塔
の
造
立
は
個
人
名
の
も
の
も
多
い
が
、
講
中
の
一
員
と
し
て
造
立
す
る
場
合 

が
多
く
、
庚
申
の
年
に
は
特
に
多
く
造
立
さ
れ
て
い
る
。
太
田
市
の
場
合
庚
申
塔
ニ
ニ 

五
基
中
、
寛
政
十
二
年(

一
八
〇
六
六
基
、
万
延
元
年(

一
八a
)

八
八
基
で
、

こ
の
二
回
の 

庚
申
の
年
に
一
五
四
基
も
造
立
さ
れ
た
。

四
、
地
方
差•

時
代
差

地
域
差 

近
世
石
造
物
は
、
そ
の
種
類
も
多
く
地
方
的
に
相
違
の
目
立
つ
も
の
で 

あ
る
。
概
し
て
い
え
ば
、
数
量
的
に
は
神
流
川
の
谷
は
特
に
少
な
く
、
榛
名
山
周
辺
が



上州の近世石造文化財(概論)

最
も
多
く
、
赤
城
西
面
か
ら
南
面
お
よ
び
桐
生
辺
に
か
け
て
山
寄
り
が
こ
れ
に
つ
ぐ
。
 

ま
た
、
石
造
物
の
種
類
を
み
る
と
、
道
祖
神
は
東
毛
に
少
な
く
、
中

毛•

西

毛.

北
毛 

に
多
い
。
特
に
榛
名
山
周
辺
は
多
い
。
ま
た
、
十
王
石
仏
な
ど
も
東
毛
に
少
な
く
、
利 

根
郡
か
ら
赤
城
西
面
お
よ
び
北
群
馬
郡.

群
馬
郡
な
ど
に
多
い
。
し
か
し
、
十
九
夜
塔 

は
館
林
市
か
ら
板
倉
町
に
か
け
て
多
く
、
中

毛.

西

毛.

北
毛
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
 

一
方
二
十
二
夜
が
中
毛
に
、

二
十
一
夜
が
北
毛
に
多
い
。

こ
の
よ
う
な
地
方
的
に
種
類
を
異
に
す
る
の
に
対
し
、
全
県
的
に
多
い
の
は
庚
申
塔 

と
馬
頭
観
音
と
地
蔵.

回
国
供
養
塔
な
ど
で
、
若
干
の
濃
淡
は
あ
る
が
全
県
下
い
た
る 

と
こ
ろ
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
数
的
に
は
多
く
な
い
が
、
ど
の
地
方
に
も
何
基
か 

あ
る
も
の
に
は
八
坂,

天
神
な
ど
の
石
祠
が
あ
る
。
限
ら
れ
た
特
定
の
地
域
に
あ
る
も 

の
で
は
勝
軍
地
蔵
が
あ
る
。
堅
牢
地
神
の
碑
は̂
^

川
市
を
中
心
と
す
る
地
方
に
は
少
例 

で
は
あ
る
が
目
に
つ
き
、
他
地
域
に
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
勝
軍
地
蔵
は
榛
名
神
社
の 

本
地
で
あ
る
か
ら
榛
名
山
周
辺
、
特
に
吾
妻
郡
地
方
に
あ
る
の
は
理
解
で
き
る
が
、
堅 

牢
地
神
の
場
合
は
ど
の
よ
う
に
解
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
関
東
天
台
の
名
僧
尊 

海
が
弘
安
八
年(

一
一
八
五)

二
月
に
記
し
た
起
請
文
に
は

立
申
圓
頓
房
尊
海
起
請
文
事

右
件
元
意
者
、
被
接
の
断
位
の
法
門
相
伝
し
ま
い
ら
せ
し
を
、
尊
海
の
一
期
に
補
處
弟 

子
一
人
よ
り
ほ
か
に
、
二
人
ま
で
に
お
し
へ
ず
候
。
弘
め
を
も
し
候
も
の
な
ら
ば
、
上 

は
梵
天
帝
釈
を
は
じ
め
た
て
ま
つ
り
て
、
四
禅
八
定
五
衆
、
下
に
は
け)

ら
う
地
神
等
、
 

悉
一
切
の
諸
神
、
惣
者
日
本
六
〇
余
州
大
小
神
祇
、
と
を
く
は
十
方
三
世
一
切
の
三
尊 

の
御
は
ち
を
、
尊
海
か
身
の
う
へ
に
あ
た
り
て
、
現
世
に
み
や
う
が
な
く
て
、
後
世
に 

は
三
悪
道
に
お
ち
申
ベ
く
候
、
仍
起
請
文
帖
如
件
。

弘
安
八
年
二
月
十
八
日 

敬
白 

尊 

海

判

(
河
田
谷
十
九
通) 

と
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
起
請
文
に
ま
で
記
さ
れ
た
堅
牢
地
神
は
、
恐
ら
く
当
時
は
地
の 

神
と
し
て
広
く 

一
 

般
に
信
仰
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
次
第
に
忘
れ
さ
ら
れ
、
 

僅
か
で
は
あ
る
が
渋
川
地
方
以
外
に
も
何
基
か
そ
の
石
碑
が
あ
る
の
は
、
か
つ
て
は
広 

く 

一
 

般
的
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
渋

川

市•

子

持

村.

赤
城
村
な
ど
と
多
く
見
ら
れ
る 

の
は
、
こ
の
地
方
の
修
験
か
特
定
の
仏
教
徒
な
ど
の
指
導
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
 

古
い
時
代
は
各
地
で
祭
ら
れ
て
い
た
の
が
次
第
に
忘
れ
去
ら
れ
、

一
部
近
世
末
に
復
活 

し
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
み
る
と
、
十
九
夜
塔
が
板
含
町
に 

多
く
、
遠
く
隔
て
た
六
合
村
や
嬌
恋
村
に
あ
る
の
も
、
古
く
は
全
県
的
に
十
九
夜
の
信 

仰
が
あ
り
、
そ
れ
が
二
十
二
夜.

二
十
三
夜
の
信
仰
に
次
第
に
う
す
め
ら
れ
て
い
っ
た 

の
が
中
毛.

西
毛
地
方
の
月
待
信
仰
の
変
化
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
、
同
一
信
仰
の
も
の
で
も
、
地
方
に
よ
り
そ
の
石
造
形
式
の
相
違
が
見
ら
れ 

る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
好
例
は
既
に
記
し
た
五
重
塔
型
の
庚
申
塔
が
利
根
郡
か
ら
北
群 

馬
郡
地
方
に
多
い
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
庚
申
や
道
祖
神
は
別
項
で
詳
述 

し
て
い
る
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

時
代
差 

近
世
の
石
造
物
の
造
立
年
代
を
み
る
と
、
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
時
期
に 

相
違
が
あ
る
。
近
世
初
期
か
ら
見
え
る
も
の
は
、
石

殿.

石

祠.

燈

籠.

道

祖

神.

庚 

申
塔
な
ど
に
早
い
例
が
見
ら
れ
る
。
石
殿•

石
祠
は
群
馬
で
は
南
北
朝
時
代
か
ら
あ
り
、
 

近
世
初
期
の
も
の
も
西
毛
地
方
で
は
か
な
り
あ
る
。

一
般
に
草
屋
根
風
の
寄
棟
造
り
に 

中
世
末
の
も
の
が
あ
り
、
流
れ
造
り
で
は
中
世
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
 

入
母
屋
造
り
や
流
れ
造
り
の
場
合
、
棟
の
両
端
に
鬼
面
を
刻
ん
だ
も
の
が
近
世
初
期
に 

見
ら
れ
る
。
主
に
寛
永
期
を
中
心
と
し
た
前
後
の
こ
ろ
の
も
の
に
多
く
、
元
禄
期
以
後



は
鬼
面
を
つ
け
た
石
殿,

石
祠
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。
木
造
の
寺
院
建
築
を
模
し
た 

も
の
で
あ
ろ
う
。

石
灯
籠
も
中
世
銘
の
も
の
が
県
内
に
は
あ
る
。
近
世
初
期
に
大
名
が
東
照
宮
な
ど
に 

奉
納
し
た
の
に
な
ら
い
有
力
庶
民
が
社
寺
に
奉
納
し
は
じ
め
る
。
太
田
市
別
所
の
円
福 

寺
に
は
大
猷
院
殿
前
に
高
村
摂
津
守
忠
房
の
寄
進
し
た
慶
安
四
年(

一2

五)

の
石
灯
籠
が 

あ
り
、
同
市
大
光
院
に
は
延
宝
二
年(

一
六
芸)

の
阿
部
播
麿
守
正
能
寄
進.

元
禄
十
一
年 

(

一
六
九
八)

酒
井
下
野
守
忠
寛
寄
進
な
ど
が
あ
る
。
庶
民
奉
納
で
は
、
新
田
町
小
金
井
の
東 

雲
寺
に
山
崎
兵
左
衛
門
寄
進
の
寛
文
八
年(

一
奕
八)

が
あ
り
、
同
町
上
田
中
の
長
慶
寺
に 

も
寛
文
十
一
年
の
灯
籠
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
庶
民
奉
納
で
は
早
い
例
で
あ
ろ
う
。

元
禄
期
に
な
る
と
各
地
に
庶
民
奉
納
例
を
見
か
け
る
ょ
う
に
な
る
。

道

祖

神.

庚
申
に
つ
い
て
は
別
項
で
詳
述
さ
れ
る
の
で
省
略
す
る
が
、
寛
永
期
の
道 

祖
神
は
僧
形
で
あ
り
、
元
禄
期
に
は
坐
り
雛
の
形
の
も
の
が
あ
る
。
烏
川
上
流
地
方
に 

古
い
道
祖
神
が
多
く
、
抱
擁
型
は
十
八
世
紀
後
半
か
ら
見
ら
れ
る
ょ
う
に
な
る
。
ま
た
、
 

青
面
金
剛
像
は
十
八
世
紀
前
半
の
も
の
が
多
い
。

つ
ぎ
に
総
合
的
に
み
て
、
庶
民
の
石
造
物
を
造
立
す
る
の
が
一
般
的
に
い
つ
頃
か
ら 

多
く
な
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
十
七
世
紀
末
か
ら(

元
禄
期)

多
く
な
る
の
が
一
般
的 

で
あ
る
が
、
本
来
道
祖
神
や
青
面
金
剛
像
に
ど
信
仰
対
象
の
石
神.

石
仏
は
、

一
度
造 

立
す
れ
ば
滅
失
し
な
い
限
り
新
た
に
造
立
し
な
く
も
足
り
る
は
ず
で
あ
る
が
時
代
と
と 

も
に
増
加
し
て
く
る
。
旧
群
馬
郡
四
力
村
の
『府
中
資
料
集
成
二
輯
』

で
は
二
十
年
お 

き
に
集
計
し
た
表
が
あ
る
の
で
ま
ず
そ
れ
を
示
す
と1

表
の
と
お
り
で
あ
り
、
資
料
の 

関
係
か
ら
約
半
世
紀
毎
に
『太
田
市
石
美
術
調
査
報
告
書
』
と

『赤
城
村
の
石
造
物
』
 

を
ま
と
め
る
と2

表
の
と
お
り
と
な
る
。
十
七
世
紀
後
半
か
ら
増
加
し
、
更
に
十
八
世 

紀
後
半
に
は
急
増
し
て
い
る
。
そ
れ
は
庶
民
の
九
が
次
第
に
大
き
く
な
る
の
を
数
的
も

に
表
現
さ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
ぅ
か
。

こ
の
近
世
石
造
物
の
増
加
と 

反
比
例
に
な
る
の
が
農
村
人
口
の
減
少
で
あ
り
、
そ
れ
は
農
民
の
消
極
的
反
抗
を
示
す

表1 旧群馬郡四町村の近世石神•石仏年代別集計表

寛永以前 

寛永以後一貞享4 
元禄元一宝永4 
享保13—延享4 
寛延元一明和4 
明和5一天明7 
天明8一文化4 
文化5 一文政10 
文政11一弘化4 
嘉永元一慶応3 
明治元一明治20 
明治21—明治40 
明治41一大正15 
昭和元年以降 

年号不明

合 計

庚申塔道祖神运十运馬頭尊覆麗益鋈曇絵篇その他 計

1 〇 〇 〇 〇 1 1 12 15
7000002 11 20
300000429
9 3 〇 1 5 〇 19 6 43
382260 15 6 42
3 5 2 6 7 〇 17 13 53

16 3523359 46
8 1 4 4 3 〇 3 10 33

10 2 8 3 1 1 1 9 35
20 2 4 8 3 2 1 18 58

2 〇 1 5 〇 〇 1 17 26
12 〇 〇 〇 〇 1 1 11 25

9 〇 1 7 1 2 2 4 26
21 1 〇 〇 〇 2 2 5 31

500 17 3 14 3 5 12 98 652

631 44 31 53 42 17 100 236 1,154
※ 旧群馬郡4町村は清里村、金古村、国府村、総社町で、区分は明治元年を基準とし、20年間隔で集計した。
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の
で
あ
り
、
幕
藩
体
制
の
封
建
社
会
が
次
第
に
崩
れ
か
け
た
こ
と
で
あ
る
。
石
造
物
造 

立
の
増
加
は
庶
民
勢
力
の
伸
張
を
示
す
も
の
と
い
え
ょ
ぅ
。
ま
し
て
道
祖
神
な
ど
の
ょ

う
に
ユ
ー
モ
ア
的
表
現
が
増
加
し
て
く
る
の
は
一
層
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
よ
う
。

五
、
石 

エ

石
工
と
刻
ん
だ
石
造
物
は
中
世
に
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
ず
、
石

大

工.

大
工
と 

刻
ま
れ
て
い
る
。
当
時
は
梵
鐘
や
懸
仏
を
鋳
造
し
た
職
人
も
大
工
で
あ
り
、
大
工
と
は 

そ
れ
ぞ
れ
の
職
人
の
頭
の
称
で
あ
る
。
榛
名
山
墓
地
の
暦
応
四
年(

ーーーーーーー九
)

の
石
造
宝
塔 

に

は

「大
工
吉
宗
」

と
あ
り
、
赤
城
村
宮
田
神
社
境
内
の
嘉
吉
三
年(

一
置)

の
石
燈
籠 

に

は

「大
工
道
心
」
と
あ
る
。

中
世
の
上
州
の
石
大
工
は
、
当
然
近
世
へ
そ
の
技
を
伝
え
た
で
あ
ろ
う
が
、
伊
派
の 

技
術
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
伊
派
は
、
鎌
食
時
代
初
期
に
東
大
寺
大
仏 

殿
再
興
に
従
事
し
、
そ
の
子
伊
行
吉
と
と
も
に
活
躍
し
て
伊
派
は
各
地
に
伝
播
し
た
。 

そ
の
伊
派
の
石
大
工
た
ち
は
「行
」
「吉
」
な

ど

のH

子
を
名
に
加
え
る
こ
と
が
多
く
、
 

榛
名
山
墓
地
の
宝
塔
な
ど
は
こ
の
伊
派
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
す
ぐ
れ
た
中
世
石
造
物 

に
は
こ
の
伊
派
の
系
統
か
と
思
わ
れ
る
関
西
風
の
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。

近
世
に
な
る
と
、
庶
民
の
造
立
に
よ
る
石
造
物
が
急
増
す
る
。
し
か
し
、
中
世
以
来 

の
石
大
工
の
系
統
を
う
け
た
上
州
の
石
工
た
ち
も
相
当
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
上
州
で 

生
ま
れ
た
石
工
集
団
と
い
え
る
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
江
戸
や
信
州
の
石
工
集
団
の
影 

響
が
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

江
戸
石
工 

江
戸
の
石
工
集
団
は
、
江
戸
城
の
築
城
と
大
い
に
関
係
が
あ
る
。
徳 

川
氏
は
太
田
道
灌
以
来
の
江
戸
城
を
文
禄
元
年(

一
蠢)

、
慶
長
九
年(

一a

四)

か
ら
寒
氷 

十
三
年(

一
六
ー
ー
ー
〇
に
か
け
て
大
規
模
の
拡
張
工
事
を
し
て
い
る
。

こ
の
と
き
、
全
国
各
地 

か
ら
石
工
を
江
戸
に
集
め
、
石
材
な
ど
は
諸
大
名
に
命
じ
て
江
戸
に
輸
送
さ
せ
て
い
る
。

表2村別、年代別近世石造物比較表

年代 

元和元一明暦3 
(1615 —1657) 

万治元一元禄14 
(1658 一 1703) 

宝永元一寛延3 
(1704 一 1750) 

宝暦元一寛政12 
(1751-1800) 

享和兀一嘉永6 
(1801一1876) 

安政元一慶応3 
(1854 一 1867)

町村名
赤 城 村 太 田 市

11 2

48 74

151 271

362 409

308 255

133 164

※ 本表は『赤城村の石造物』•『太田市石造美術調査報告書』の年号別集計表から約50年間隔にまとめた。年号別集 

計では長期のものとの差が大きく、傾向をつかむのには適当でないため集約した。



伊
豆
方
面
か
ら
も
大
量
に
海
上
輸
送
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
上
州
か
ら
も
利
根
川
の 

水
運
に
よ
り
石
材
輸
送
が
な
さ
れ
た
。
前
橋
市
下
大
屋
町
の
産
泰
神
社
境
内
に
は
江
戸 

城
の
石
を
截
出
し
た
と
伝
え
る
場
所
が
あ
り
、
社
殿
東
北
の
境
内
地
に
人T

の
崖
が
つ 

く
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
江
戸
城
修
築
に
集
め
ら
れ
た
石
工
た
ち
は
、
城
の
完
成
後
も
日
光
造
営 

を
は
じ
め
各
地
の
徳
川
氏
を
は
じ
め
大
名
の
社
寺
修
覆
が
あ
り
、
そ
こ
に
献
納
す
る
石 

燈
籠
や
鳥
居
の
製
作
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
為
江
戸
に
は
石
工
集
団
が
形
成
さ
れ
、
関
西 

か
ら
来
た
石
工
は
和
泉
屋
、
伊
勢
屋
な
ど
と
い
う
石
工
集
団
を
つ
く
り
、
江
戸
に
本
拠 

を
構
え
た
。
そ
の
江
戸
石
工
の
集
団
は
、
当
然
上
州
へ
も
大
き
く
影
響
し
、
近
世
石
造 

物
に
江
戸
石
工
の
名
が
比
較
的
早
い
時
代
に
見
え
る
。

県
内
の
江
戸
石
工
の
作
例
を
み
る
と
、
東
毛
か
ら
中
毛
に
か
け
て
見
ら
れ
る
。
館
林 

市
の
茂
—林
寺
境
内
元
禄
三
年(

一
究
〇)

の
銅
製
聖
観
音
像
の
台
石
に
は

従
江
戸
運
石
其
外
指
図

川
俣
村 

金
右
衛
門
重
春

江
戸
松
屋
町
泉
屋
助
右
衛
門

(

『六
郷•

三
野
谷
の
石
仏
』)

と
あ
り
、

こ
の
聖
観
音
寄
は
有
名
な
高
瀬
善
兵
衛
の
関
係
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
 

ま
た
、
甘
楽
郡
妙
義
町
の
妙
義
神
社
本
社
前
の
石
垣
中
央
の
銘
文
に
は

延
享
甲
子
六
月

石
階
造
修
工
匠
武
州
江
府
霊
岸
島
近
藤
利
兵
衛

と
あ
り
、
同
社
の
宝
暦
六
年
十
ー 

ー
月
一
日
の
棟
札
は

信
州
高
遠
石
切 

二
六
人

江
戸
石
切 

一
人

と
あ
る
。
県
内
で
最
も
見
事
な
石
垣
と
い
わ
れ
る
妙
義
神
社
の
石
垣
は
、
古
く
は
江
戸 

石
工
に
よ
り
、
後
に
高
遠
と
江
戸
と
あ
る
か
ら
、
江
戸
石
工
の
得
意
と
す
る
城
郭
風
の 

立
派
な
石
垣
が
完
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

『太
田
市
石
造
美
術
報
告
書
』
に
は
、
小
舞
木 

の
円
養
寺
の
正
徳
元
年(

一-
t;
ー
ー)

の
地
蔵
菩
薩
像
が
「
江
戸
浅
草
石 

石
工
五
郎
兵
衛
」 

と
あ
り
、

『伊
勢
崎
の
近
世
石
造
物
』
に
は
、
宝
暦
十
二
年(

一S

ーー
)

の
昭
和
町
天
増
寺
地 

蔵
丸
彫
像
台
石
に

宝
暦
十
二
壬
午
歳
六
月
廿
四
烏
天
増
寺
現
住
万
機
代

尊
像
世
話
人 

武
州
堤
村 

戸
矢
三
良
左
衛
門

石
工 

江
戸
北
八
町
堀 

和
泉
屋 

治
良
右
衛
門

と
あ
る
。

こ
の
外
尾
島
町
安
養
寺
の
千
体
不
動(

延
享
四
年)

、
前
橋
市
下
大
屋
町
産
泰 

神
社
の
水
盤
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
み
て
、
江
戸
石
工
は
近
世
中
期
以
前
の
作
が
多
く
、
有
名
社
寺
な
ど
に
奉 

納
す
る
石
造
物
や
工
事
な
ど
が
主
の
よ
う
で
あ
り
、
城
郭
の
石
垣
技
術
を
生
か
し
た
も 

の
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
安
養
寺
の
千
体
不
動
な
ど
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状 

に
組
み
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
妙
義
神
社
の
石
垣
は
よ
く
そ
れ
を
物
語
る
。
ま
た
、
 

江
戸
石
工
の
作
品
分
布
は
、
主
に
中
毛
か
ら
東
毛
の
よ
う
で
あ
り
、
江
戸
中
期
以
後
は 

信
州
高
遠
石
工
や
上
州
在
地
の
石
工
た
ち
が
発
展
し
、
特
殊
な
社
寺
に
限
ら
れ
た
よ
う
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で
あ
る
。
な
お
、
小
花
波
平
六
氏
研
究
に
ょ
る
近
世
末
の
江
戸
石
工
十
三
組
の
表
を
参 

考
ま
で
に
つ
ぎ
に
あ
げ
て
お
こ
ぅ
。

江
戸
石
工
十
三
組

1
 

本
所 

組 

二
四
人 

本
所
新
坂
町
山
ロ
屋
平
四
郎
ほ
か

2

浅

草

組

二

八

人 

浅
草
観
蔵
院
門
前
真
間
田
屋
忠
左
衛
門
ほ
か

3

柳

原

組

三

一

人 

浅
草
万
蔵
寺
門
前
和
泉
屋
九
兵
衛
ほ
か

4

筋

違

組

二

六

人 

神
田
旅
籠
町
和
泉
屋
与
四
郎
ほ
か

5

谷

中

組

一

四

人 

自
性
院
門
前
和
泉
屋
安
兵
衛
ほ
か

6

駒

込

組

一

三

人 

小
石
川
和
泉
屋
五
郎
兵
衛
ほ
か

7

市
ケ
谷
組
一
七
人 

牛
込
原
町
平
田
屋
四
郎
右
衛
門
ほ
か

8

四
ツ
谷
組 

二
三
人 

四
ツ
谷
伝
馬
町
遠
州
屋
清
兵
衛
ほ
か

9

麻
布 

組 

ニ
ニ
人 

麻
布
六
本
木
高
井
屋
五
郎
兵
衛
ほ
か

10
伊
皿
子
組 

九
人 

伊
皿
子
町
伊
勢
屋
与
兵
衛
ほ
か

11
芝 

組 

八
人 

三
田
四
丁
自
遠
州
屋
八
左
衛
門
ほ
か

12
八
丁
堀
組 

四
二
人 

京
橋
東
石
田
屋
左
右
衛
門
ほ
か

13
深

田

組

ー

ー

人 

深
川
平
野
町
岩
槻
屋
源
兵
衛
ほ
か

合
計
二
六
八
人 

.

(

『伊
勢
崎
の
近
世
石
造
物
』
八
三
八
頁)

高
遠
石
工 

江

戸

石
-T
が
近
世
領
主
と
結
ば
れ
て
比
較
的
早
く
に
上
州
へ
進
出
し 

た
の
に
、
高
遠
石
工
が
上
州
で
活
躍
す
る
の
は
一
時
代
遅
れ
て
か
ら
の
ょ
ぅ
で
あ
る
。
 

そ
れ
は
、
近
世
庶
民
勢
力
が
台
頭
す
る
江
戸
中
期
か
ら
で
、
上
州
に
そ
の
作
品
が
残
っ 

て
い
る
も
の
で
は
富
岡
市
七
日
市
の
金
剛
寺
北
入
口
のr

高
遠
町 

石
屋 

上
原
甚
兵 

衛
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
元
禄
四
年(

一
究
一)

の
名
号
塔
が
最
も
古
い
と
い
わ
れ
、
享
保
期

に
な
る
と
そ
の
作
例
が
多
く
な
る
。

群
馬
県
で
高
遠
石
工
に
早
く
注
目
し
て
い
た
の
は
住
谷
修
氏
で
ぁ
る
。
昭
和
二
十
五 

年
に
住
谷
修.

棂

田

宏.

阿
久
津
宗
二.

近
藤
義
雄
が
国
府
村.

金

古

町.

清

里

村. 

総
社
町
の
旧
四
町
村
の
石
神.

石
仏
を
調
査
し
、
府
中
資
料
集
成
第
一
集
『
郷
土
信
仰 

資
料
篇
』(

近
藤
義
雄
編)

と
し
て
刊
行
し
た
際
、
高
遠
石
工
の
上
州
進
出
に
つ
い
て
話 

し
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
解
説
に
も
注
目
す
べ
し
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
同
氏
は
各 

地
の
高
遠
石
工
の
作
例
を
調
査
さ
れ
、
現
在
は
相
当
多
く
の
高
遠
石
工
の
作
例
を
記
録 

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
府
中
資
料
集
成
の
な
か
に
も
、
金
古
町
四
ツ
家
常
仏
寺
入
口
の 

文
化
十
二
年
の
二
十
二
夜
塔
に
「
石
工 

信
州
高
遠 

御
堂
垣
宿 

中
屋
太
蔵
」
な
ど 

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
県
内
の
町
村
誌
や
県
教
委
の
民
俗
調
査
報
告
書.

『勢
多 

郡
誌
』
編
纂
過
程
で
も
多
く
の
人
々
が
高
遠
石
工
の
上
州
進
出
に
つ
い
て
注
目
す
る
ょ 

ぅ
に
な
っ
た
。
近
年
今
井
善
一
郎
氏
が
『群
馬
歴
史
散
歩
』

一
〇
号(

昭
和
五
十
年)

に 

信
州
高
遠
石
工
の
リ
ス
ト
作
製
を
提
案
し
、
以
後
同
誌
に
各
地
の
報
告
が
散
見
し
、
『伊 

勢
崎
の
近
世
石
造
物
』

に
は
板
橋
春
夫
氏
の
小
論
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ 

る
。以

上
が
群
馬
県
下
に
お
け
る
高
遠
石
工
研
究
の
歩
み
で
ぁ
る
が
、

一
方
高
遠
の
地
元 

の
研
究
者
た
ち
も
『貞
治
の
石
仏
』
刊

行

以

来

『高
遠
町
誌
上
巻
』

に
大
塚
省
悟
氏
が 

群
馬
県
下
の
高
遠
石
工
の
分
布
図
や
多
く
の
作
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
今
回
の
県
内
近 

世
石
造
文
化
財
の
悉
皆
調
査
で
は
、
更
に
作
例
が
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
活
用
し 

て
い
た
だ
き
た
い
。

群
馬
県
下
に
お
け
る
高
遠
石
工
の
進
出
状
況
を
み
る
と
、
西
毛
か
ら
中
毛
地
方
に
多 

く
そ
の
作
品
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
既
刊
の
市
町
村
別
石
造
文
化
財
調
査
報
告
か
ら 

み
る
と
、
板
倉
町
に
は
高
遠
石
工
の
作
例
は
一
基
も
な
い
。
館

林

市

『
六

郷.

三
野
谷



の
石
仏
』

に
は
、
文
化
六
年(

一S
九)

と
天
保
十
四
年(

一八四ーーー)

に
灯
簧
が
二
例
あ
る
だ
け 

で
、
『太
田
市
石
造
美
術
調
査
報
告
書
』
に
は
、
別
所
円
福
寺
境
内
の
千
手
観
音
像
に
「
石 

ェ
信
州
高
遠
領
北
原
村
北
原
九
兵
衛
信
行
作
」
と
あ
る
の
が
一
例
だ
け
で
あ
る
。
但
し
、
 

円
福
寺
の
安
政
二
年(

一
八
藍)

の

水

盤

に

「
境
町
石
工
北
原
玄
番
好
視•

朽
木
常
吉
」
と 

あ
る
の
は
、
境
町
に
住
み
つ
い
た
高
遠
石
工
で
あ
ろ
ぅ
。
高
遠
石
工
の
上
州
進
出
は
太 

田
辺
が
一
応
の
境
界
の
ょ
ぅ
で
あ
る
。

一
方
西
上
州
に
は
そ
の
作
例
が
多
い
。
『赤
城
村
の
石
造
文
化
財
』
に
は
、
享
保
三
年 

(

一
七
一
八)

の
青
面
金
剛
像
を
初
発
に
、
銘
文
の
明
ら
か
な
も
の
だ
け
で
も
つ
ぎ
の
一
七
基 

が
あ
る
。

1
 

青
面
金
剛
像 

享
保
三
年 

溝
呂
木
ク
ラ
ブ
入
口

「信
州
高
遠
保
科
安
之
丞
作
」

2

青
面
金
剛
像
享
保
七
年
上
三
原
田
蟹
谷
戸
地
蔵
塚

「信
州
高
遠
領
石
屋
彦
四
郎
」

3

青
面
金
剛
像
元
文
元
年
津
久
田
高
科
十
王
堂

「石
屋
信
州
高
遠
安
三
郎
」

4

鳥
居 

宝
暦
三
年
津
久
田
赤
城
神
社

「石
工
安
兵
衛
」

5

鳥
居 

明
和
四
年
津
久
田
西
谷
稲
荷
神
社

「石

工
新
助
」

6

鳥
居 

安
永
九
年
長
井
小
川
田
清
水

「石

工

高

遠

伊

藤

新

助

」

7

鳥
居 

天
明
七
年
津
久
田
八
幡
神
社

「石
工 

伊
藤
新
助*

同
新
五
郎
」

8

鳥
居 

寛
政
三
年 

長
井
小
川
田
八
幡
神
社

「石
工
伊
藤
新
助
」

9

鳥
居 

寛
政
八
年 

勝
保
沢
諏
訪
神
社

「石
工
伊
藤
新
助
」

10
灯
籠 

寛
政
六
年
溝
呂
木
諏
訪
tt
tt

「信
州
高
遠
住
石
工
伊
藤
新
助
重
信
」

11
灯
籠 

文
化
八
年 

津
久
田
八
坂
神
社

「信
州
高
遠
野
田
笹
村
保
科
要
蔵
」

12
灯
籠 

文
化
八
年
長
井
小
川
田
八
幡
神
社

「石
工
信
州
高
遠 

伊
藤
平
左
ヱ
門
」

13
灯
籠 

文
化
十
二
年
敷
島
高
瀬
六
〇
—
三

「石
工
信
州
高
遠 

保
科
要
蔵
」

14
宝
篋
印
塔 

安
永
五
年 

津
久
田
小
池
原
観
音
堂

「石
工
信
州
一
局
遠
彌
勒
邑
新
助
直
七
」

15
宝
篋
印
塔
寛
政
元
年
溝
呂
木
天
神
上
り
墓
地

「石
工 

高
遠
彌
勒
村 

伊
藤
新
助 

同
友
八
」

16
宝
篋
印
塔
文
化
元
年
溝
呂
木
大
蓮
寺
墓
地

「石

工

信

州

高

遠

源

蔵

次

兵

衛

政

孝

」

17
宝
篋
印
塔
文
化
七
年
津
久
田
北
原
青
木
家
墓
地

「石
工
信
州
高
遠
住
飯
塚
源
蔵
同
政
吉
同
庄
蔵
」

以
上
の
ょ
ぅ
に
赤
城
村
で
は
享
保
期
か
ら
は
じ
ま
り
、
初
期
に
は
庚
申
の
青
面
金
剛 

像
な
ど
を
彫
り
、

つ
い
で
鳥
居
や
灯
籠.

宝
篚
印
塔
と
な
っ
て
い
る
が
、
寛
政
以
後
が 

多
く
、
保

科.

伊

藤.

飯
塚
な
ど
の
石
工
が
多
く
入
っ
て
き
て
い
た
ょ
ぅ
で
あ
る
。

こ 

の
他
石
エ
銘
の
な
い
も
の
の
中
に
も
、
信
州
高
遠
の
石
工
の
作
は
多
く
あ
っ
た
と
考
え
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ら
れ
る
。
こ
の
地
方
は
江
戸
石
工
の
作
例
は
全
く
見
え
て
い
な
い
。

つ

ぎ

に

『甘
楽
町
の
石
仏
』

か
ら
そ
の
例
を
み
る
と
、

こ
こ
で
は
地
蔵
菩
薩
像
が
早 

く
に
彫
ら
れ
、
近
世
後
期
に
宝
篋
印
塔
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

1
 

地
蔵
菩
薩 

享
保
九
年 

中
佐
久
間
善
龍
寺
跡

「信
濃
国
中
伊
奈
郡
高
遠 

藤
沢
栗
木
村 

願
主 

北
原
源
太
郎
同
武
兵
衛 

同 

勝
左
ヱ
門
」

2

地
蔵
菩
薩
明
和
四
年
町
屋
薬
師
堂

「願
主 

高
遠
栗
木
村 

北
原
七
郎
治
」

3

子
育
地
蔵
天
保
十
三
年
天
引
向
陽
寺

「信
州
伊
奈
羽
廣
村 

宮
下
与
兵
ヱ
」

4

宝
篋
印
塔
寛
政
二
年
国
峰
興
巌
寺

「信
州
高
遠
凓
田
石
工
北
原
七
郎
治
宗
清
」

5

宝
篋
印
塔 

寛
政
工
年 

国
峰
興
巌
寺

「信
州
高
遠
中
伊
奈
郡
栗
田
村
北
原
平
次
宗
清
」

な
ど
が
あ
る
。

こ
こ
で
も
近
世
後
期
に
は
宝
篋
印
塔
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

『伊
勢
崎
の
近
世
石
造
物
』
を
み
る
と
、
近
世
石
工
銘
の
あ
る
も
の
二
九
基
中
、
高 

遠
石
工
と
刻
ま
れ
た
も
の
一
五
基
、
石
工
名
か
ら
み
て
高
遠
石
工
と
考
え
ら
れ
る
も
の 

三
基
で
、
合
計
一
八
基
も
高
遠
石
工
の
作
で
あ
る
。
種
別
は
地
蔵
二
、
宝
篋
印
塔
三
、
 

庚
申
二
、
馬
頭
観
音
二
、
石
祠
二
、
他

に

鳥
居.

石

灯

籠.

聖

観

音.

二
十
二
夜
塔. 

観

音

塔.

手

洗

石.

天
道
念
仏
塔
な
ど
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
地
蔵
は
寛
保
元
年(

一
七
四
一) 

と
早
く
、
宝
篋
印
塔
は
寛
政
十
一
年(

一̂

九)

が
最
も
早
い
例
で
あ
る
。
石
工
は
北
原. 

保

科.

西

村.

伊

藤.

宮

下.

高

見.

中

山.

高

嶋-

湯

沢.

中

村.

山

崎.

大
谷
な 

ど
の
姓
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
北
原
村
の
石
工
が
早
く
か
ら
県
内
各
地
に
入
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
高
遠
石
工
は
親
子
何
代
に
も
わ
た
り
上
州
に
入
っ
て
き
て
：；
て
、
多
く 

の
優
れ
た
作
品
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
作
風
は
極
め
て
特
色
が
あ
り
、

一
見
木
彫
風 

の
繊
細
な
彫
り
で
あ
る
。
特
に
植
物
の
葉
や
花
の
彫
り
に
特
色
が
あ
る
。
木
彫
風
と
い 

え
ば
、
石
殿,

石
祠
な
ど
に
は
木
造
建
築
の
よ
う
に
細
部
ま
で
彫
刻
し
た
も
の
が
あ
り
、
 

な
か
で
も
吾
妻
郡
吾
妻
町
の
古
賀
良
山
神
社
な
ど
は
、
大
き
な
石
殿
で
袖
障
子
の
彫
り 

も
の
ま
で
し
た
見
事
な
も
の
で
あ
り
、
さ
な
が
ら
木
造
社
殿
を
思
わ
せ
る
。
ま
た
、
渋 

川
市
行
幸
田
の
駒
形
社
も
大
き
さ
と
い
い
細
部
の
彫
り
と
い
い
見
事
で
、
何
れ
も
高
遠 

石
工
の
作
で
あ
る
。
西
毛
地
方
の
近
世
後
期
の
宝
篋
印
塔
に
は
高
遠
石
工
の
優
れ
た
作 

品
が
多
く
目
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
城
の
石
垣
の
石
を
切
出
し
た
と
伝
え
ら
れ
る 

前
橋
市
下
大
屋
町
の
産
泰
神
社
境
内
に
は
、
江
戸
石
工
に
対
抗
す
る
か
の
よ
う
に
大
き 

な
灯
籠
を
高
遠
石
工
が
彫
ん
で
い
る
。
な
か
で
も
参
道
脇
の
高
灯
籠
は
そ
の
大
き
さ
か 

ら
み
て
も
県
下
最
大
級
で
あ
り
、
灯
籠
を
支
え
る
鬼
の
彫
刻
も
見
事
で
あ
る
。
総
じ
て 

高
遠
石
工
の
作
品
は
木
造
建
築
や
木
彫
を
思
わ
せ
る
。
そ
う
見
て
い
く
と
、
高
遠
石
工 

の
銘
の
刻
ま
れ
て
な
い
も
の
に
も
、
高
遠
石
工
の
作
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
か
な
り
多 

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、

こ
れ
ら
多
くi
州
入
り
し
た
高
遠
石
工
た
ち
は
、
や
が
て
上
州
に
定
住 

し
た
者
も
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
記
し
た
太
田
市
円
福
寺
の
水
盤
銘
に
は
、

「境
町
石
工
北
原
玄
番
」
と
あ
る
。
近
世
後
期
に
は
多
く
の
北
原
を
名
乗
る
高
遠
石
工 

が
エ
州
へ
入
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
佐
波
郡
境
町
に
定
住
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
『伊
勢
崎 

の
近
世
石
造
物
』

に
は
、
太
田
町
小
暮
家
墓
地
の
安
政
四
年(

一
八̂
)

の
地
蔵
菩
薩
石
台 

に

「
石
工 

信
州 

高
遠
領
的
場
村
産 

本
州
伊
勢
崎
住 

大
石
市
太
郎
」
と
あ
り
、
 

嘉
永H

年(

一
八
四
九)

の
曲
輪
町
同
聚
院
の
宝
篋
印
塔
に
は
「本
国
信
州
伊
奈
郡
高
遠
領
北



古賀良山神社本殿 

吾妻町大戸

原
邨
住
出
店
当
国
佐
位
郡
境
町 

石
工 

北
原
復
祐
好
祖
」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
人

 々

は
境
町
に
出
店
し
て
も
高
遠
の
石
工
と
し
て
作
品
を
刻
み
、
大
石
市
太
郎
の
よ
う
に
「
伊 

勢
崎
住
」
と
エ
州
の
住
人
と
な
っ
た
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
上
州
入
り
し
た
高
遠
石
工
た
ち
は
、
上
州
に
定
住
し
て
も
同
郷 

の
石
工
職
人
と
し
て
講
中
を
つ
く
り
、
互
い
に
高
遠
石
工
と
し
て
の
誇
り
を
堅
持
し
続 

け
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
物
語
る
作
品
が
安
中
市
原
市
八
本
木
地
蔵
堂
境
内
の
丸
彫 

の
聖
徳
太
子
孝
養
像
で
あ
る
。

こ
の
像
も
見
事
で
あ
る
が
台
石
に
は
関
東
入
り
し
た
高 

遠
石
工
の
名
が
数
十
名
名
を
連
ね
て
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
所
在
と
氏
名
を
示
す
と
つ 

ぎ
の
よ
う
で
あ
り
、
西

毛.

中

毛.

北
毛
か
ら
北
武
蔵
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。
高
遠 

石
工
の
発
展
を
示
す
好
資
料
と
い
え
よ
う
。
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聖徳太子孝養像 

(安中市八本木 地蔵堂境内)

天
保
六
年
歳 

次
乙
未
冬
十
一
月 

信
州
伊
奈

石
工
講
中 

満
福
寺
現
住 

俊
澄
代

黒

沢

赤

羽

嘉

傅

治
 

弥

勒

小

林

栄

次

郎
 

木

下

藤

森

吉

弥
 

八

幡

山

伊

藤

清

兵

衛 

中

坪

中

山

庄

左

工

門 

板

山

伊

藤

豊

三

郎
 

野
□

矢

澤

松

太

郎
 

荒

町

金

井

久

之

亟
 

藤

塚

鍛

冶

屋

與

六
 

荒

町

秋

山

馬

太

郎
 

繃̂

相
澤
小
右
ェ
門

勝

間

小

松

政

蔵
 

水

上

唐

澤

食

之

助

□
 
□
 
_
 □

□

□

ロ

翻

體

藤

澤

徳

兵

衛
 

行

田

清

水

大

十

郎
 

福

島

井

口

卯

之

松
 

磯

部

堀

口

直

次

郎
 

長

岡

金

子

仁

兵

衛
 

高
梨
子 

國

太

郎 

中
後
閑 

佐

五

郎 

上

棚

鳥

山

常

蔵
 

小

出

平

澤

瀧

三

郎
 

中

坪

向

山

政

士

ロ
 

荊
口 

北

原

岩

蔵
 

野

口

向

山

民

士

ロ
 

武
州
羽
生
町
細
工
人

関
口
条
次
郎
置
虎

醐I

田

端

常

蔵



上
州
の
庚
申
塔
と
日
待•

月
待
塔

今 

井 

英 

雄

一
、
 

は

じ

め

に

二
、 
庚

申

塔

三
、 
日

待

塔

四
、 
月

待

塔

ー

ヽ

は

じ

め

に

石
造
文
化
財
総
合
調
査
で
、
県
下
七
〇
市
町
村
か
ら
集
約
さ
れ
た
庚
申
塔
及
び
日 

待
•

月
待
塔
の
数
は
別
表
の
と
お
り
膨
大
な
数
で
あ
る
。

本
書
で
扱
ぅ
庚
申
塔.

日

待

塔•

月
待
塔
は
広
い
意
味
の
日
待
塔
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
日
待
」
と
は
、
同
一
村
落
共
同
体
な
ど
の
同
信
者
が
仲
間
を
組
み
、
特
定
の
日
に 

集
ま
り
、
夜
を
徹
し
て
籠
り
明
か
す
こ
と
で
あ
る
。
同
一
村
落
内
の
同
信
者
は
、

一
般 

に

「
講
」
を
作
り
、
特
定
の
場
所
を
宿
と
し(

講
員
の
家
を
輪
番
で
宿
と
す
る
の
が
一
般 

的)
"
^

又
は
神
を
祀
り
、
供
物
を
供
え
て
礼
拝
し
た
後
、

一
同
で
食
事
を
し
深
夜
ま
で 

談
笑
し
た
り
、
時
と
し
て
徹
宵
し
て
散
会
す
る
の
を
例
と
し
て
い
る
。

こ

れ

ら

の

「
ま
ち
ご
と
」
は
、
そ
の
初
期
に*
fe
い
て
は
極
め
て
宗
教
的
色
彩
の
濃
い 

も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
娯
楽
的
要
素
が
強
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

日
待
は
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
そ
の
一
つ
は
甲
子.

庚

申•

己
巳
な
ど
の
日
に
大
黒 

天(

大
国
主
命)
.

青
面
金
剛(
猿
田
彦
命)
.

弁
才
天(

弁
財
天)

な
ど
を
祀
っ
た
り
、
十 

九

日.

二
十
二
日.

二
十
三
日
と
い
っ
た
特
定
の
日
に
、
特
定
の
場
所
に
集
ま
っ
て
月 

の
出
る
の
を
待
つ
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
前
夜
か
ら
特
定
の
場
所
に
仲 

間
が
集
ま
り
、
徹
宵
し
て
日
の
出
を
待
ち
、
太
陽
を
拝
す
る
行
事
で
あ
る
。
元
旦
の
初 

日
の
出
を
拝
す
る
習
慣
も
こ
の
行
事
の
一
形
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
れ
ら
の
多
種
多
様
な
日
待
の
行
事
の
記
念
物
と
し
て
、
あ
る 

い
は
信
仰
の
対
象
物(

供
養
塔)

と
し
て
造
立
さ
れ
た
も
の
が
「
日
待
塔
」
で
あ
る
。
庚 

申

懇

話

会

編

『
日
本
石
仏
事
典
』

に
ょ
れ
ば
、
日

待

塔

を

「
ま
ち
ご
と
」
と
し
て
次
の 

ょ
う
に
分
類
し
て
い
る
。

日
待
塔(

狭
義)

月
待
塔(

ー
ー
十
三
夜
塔
な
ど)

日

待

塔

—̂

©

庚

申

塔.

甲

子

塔.

巳
待
塔
の
類

(

ま

ち

ご

と
)

4

念

仏

塔.

題
目
塔
の
類

そ
の
他(

代
参
講
な
ど
の
記
念
碑)

本
書
で
は
、
便
宜
的
に③

の
う
ち
庚
申
塔
を
独
立
し
て
取
扱
い
、①

及
び③

の
う
ち 

庚
申
塔
を
除
く
も
の
を
日
待
塔
、②

を
月
待
塔
と
し
た
。

な
お
、④

及
び⑤

ま
で
日
待
塔
に
含
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
も
あ
ろ
う
。
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本
書
で
は
、
こ
れ
ら
を
除
外
し
、
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
た
。

紙
数
の
都
合
で
報
告
さ
れ
た
全
て
の
塔
を
登
載
で
き
な
か
っ
た
が
、
統
計
処
理
は
報 

告
さ
れ
た
全
て
を
対
象
に
し
、
別
表
と
し
て
掲
げ
た
の
で
県
内
の
庚
申
塔.

日

待

塔

・
 

月
待
塔
の
全
容
は
把
握
で
き
る
と
思
ぅ
。

二
、
庚 

申 

塔

庚
申
塔
は
、
六
〇
日
ご
と
に
巡
っ
て
く
る
庚
申
の
日
の
夜
に
、
講
中
の
人
々
が
一
堂 

に
会
し
夜
を
徹
し
て
食
事
を
し(

大
食
を
良
と
す
る)

、
話
し
合
い
、
人
体
中
に
あ
る
「
三 

尸
虫
」
が
天
帝
く
帝
釈
天
と
さ
れ
る)

に
そ
の
人
の
罪
過
を
告
げ
に
い
く
の
を
防
げ
る
日 

待
行
事
で
あ
る
。

こ

の

所

謂

「
三
尸
説
」
は
、
古
く
奈
良
時
代
以
前
に
中
国
か
ら
伝
来 

し
た
道
教
の
教
え
に
ょ
る
と
す
る
説
が
一
般
的
で
あ
る
。
奈

良•

平
安
朝
の
貴
族
の
間 

で

「
守
庚
申
会
」
が
催
さ
れ
た
こ
と
が
諸
文
献
に
見
え
る
。

三
尸
と
は
、
「
彭
候(

倨)

尸
」
、
「彭
常S
)

尸
」
、
「彭
矯
尸
」
の
こ
と
で
あ
り
、

こ 

れ
が
人
の
身
中
に
あ
っ
て
そ
の
人
を
短
命
に
す
る
。
特
に
庚
申
の
日
に
は
、
そ
の
人
の 

睡
眠
中
に
昇
天
し
て
天
帝
に
人
の
罪
過
を
告
げ
て
記
録
し
、
生
命
を
縮
め
よ
う
と
す
る
。
 

従
っ
て
長
命
を
願
う
者
は
、
庚
申
の
夜
は
身
を
慎
み
、
眠
ら
ず
に
過
ご
す
こ
と
に
よ
り 

三
尸
の
昇
天
を
防
げ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
、
と
す
る
の
が
道
教
の
経
典
の
説
く
と
こ 

ろ
で
あ
る
。
こ
れ
を
守
庚
申
ま
た
は
守
夜
庚
申
と
い
；；
、
「
三
守
庚
申
三
尸
振
伏
、
七
守 

庚
申
三
尸
長
絶
」
と
説
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
三
尸
怨
」
、
「絶
三
彭
罪
」
等
の
塔
が 

県
下
各
所
に
造
立
さ
れ
て
い
る
の
は
、

こ
の
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
 

多
野
郡
新
町
の
諏
訪
神
社
境
内
、
勢
多
郡
粕
川
村
西
福
寺
境
内
等
に
あ
る
「守
庚
申
会 

記
」
は
、
古
い
形
の
い
わ
ゆ
る
「守
庚
申
会
」
を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
平
常
目
に
す
る
庚
申
塔
は
「守
庚
申
」
と
は
別
の
信
仰
に
基 

づ
く
も
の
で
あ
る
。
「講
」
を
結
成
し
、
青
面
金
剛
の
軸
を
飾
り
、
徹
宵
の
供
養
を
す
る 

と

い

う

形

の

「庚
申
待
」
が
始
ま
る
の
は
室
町
時
代
中
期
以
後
と
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
 

仏
教
系
の
青
面
金
剛
を
庚
申
の
主
尊
と
し
、
「
供
養
」
と
い
う
形
の
宗
教
行
事
と
し
て
一 

般
庶
民
の
間
に
浸
透
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
供
養
塔
と
し
て
の
庚
申
塔
の
造
立
が 

開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
陰
に
は
、
修
験
者
や
富
士
浅
間
社
の
「御
師
」 

の
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
存
す
る
わ
が
国
最
古
の
庚
申
塔
は
、
埼
玉
県
川
口
市
実
相
寺
に
あ
る
文
明
三
年 

(

一
四
七
一)

の
庚
申
板
碑
で
あ
り
、
本
県
に
お
い
て
は
桐
生
市
小
倉
の
天
文
十
七
年
二 

五
四 

八)

の
七
面
庚
申
石
幢
が
初
例
で
あ
る
。

『
日
本
石
仏
事
典
』

に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
の
中 

世
庚
申
塔
は
、
表⑴

の
如
く
で
あ
り
、•
こ
の
表
で
見
る
限
り
、
庚
申
塔
の
発
生
は
関
東 

南
部
と
思
わ
れ
、
そ
の
時
期
は
十
五
世
紀
後
半
と
考
え
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
富
岡
市
中
高
瀬
に
次
の
よ
う
な
文
字
庚
申
塔
が
あ
る
。

① 三尸塔 三尸絶彭処(元文5) 
藤岡市立石寺

「守庚申会記」



地
方 

都

府

県 

合
計
数 

初
出
年(
西
暦)

埼 

玉 

五

七

文

明

三
(

一四？
一) 

二
八 

東

東
 

京 

ニ

ハ

長

享

二(

一四八く)  

二 

千 

葉 

一

八

延

徳

四(

窪
一) 

一
 

〇 

群 

馬 

三

天

文

四
(

一
薹) 

関

栃
 

木 

一

不 

明

神

奈

川 

二

天

文

三
(

一五三四) 

中

部

長 

野 

一
天
文
十
四(
一
五
四
五)

大 

阪 

一
四
永
正
十
一(
一
五
一
四) 

畿

奈
 

良 

九

弘

治

元
(
i

五) 

近

三
 

重 

三

慶

長

二
(

一五九七) 

和

歌

山 

二

慶

長

三
(

一
五
九
八) 

国

広
 

島 

一

天

正

七
(

一
五
七
九) 

中

岡
 

山 

一

天

文

五
(

一
蓋
六)

佐 

賀 

一
四 

天
正
十
一(

一五八ーーー) 

州

大
 

分 

五

天

正

六
(

一五七八) 

熊 

本 

五

明

応

八
(

一
四
九
九) 

九

宮
 

崎 

五

天

文

二
(

一i

一) 

鹿

児

島 

ー

ニ

大

永
二
(

一
五
一
一)

厶ロ 

計

一

七

〇

文

明

三
(

一四七一) 

四
〇

表⑴
 

慶
長
以
前
の
庚
申
石
造
物(

『日
本
石
仏
事
典
』
ょ
り)

大
宝
元
年
辛
丑
人
日
庚
申
五
十 

高
瀬
保

不
青
面
金
剛
明
王 

講
中

天
王
寺
大
僧
正
重
善
傅
流
余
人 

□

ロ

趙

人

日
U
 
一
月
七
日

天
王
寺=

四
天
王
寺

高
瀬
保=

高
瀬
村
ほ
ど
の
意

大
宝
元
年(

七
〇
一)

の
造
立
銘
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
以
前
大
い
に
話
題
に
な
っ
た 

が
、
「
偽
銘
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
一
応
の
結
着
を
み
た
よ
う
で
あ
る
。
大
宝
元
年
銘 

が
偽
銘
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、
実
は
こ
の
塔
か
ら
南
西
方
向
へ 

一̂

ほ
ど
の 

と
こ
ろ(

同
市
上
高
瀬)

に
次
の
よ
う
な
文
字
庚
申
塔
が
あ
る
。

表 

當
付 

(
 

庚_

供
養
塔

(a
寛
政
拾
ー
ー
庚
申
年
夏
卯
華
月
日
造
敬

大
寶
元
庚
申
年
正
月
七
日
庚
申
日
御
出
現

k

當
歳
迠
ー
ー
千
—一
百
年
也_
_
_
_
_

即

ち

「大
宝
元
年
」
は
、
摂
津
国(

大
阪
市)

四
天
王
寺
の
庚
申
縁
起
に
基
づ
く
「青 

面
金
剛
出
現
」
の
年
な
の
で
あ
る
。
無
論
、
四
天
王
寺
庚
申
縁
起
が
説
く
「大
宝
元
年
、
 

青
面
金
剛
出
現
」
は
俗
説
で
あ
ろ
ぅ
が
、
寛
政
十
二
年(

一
八
〇
〇)

前
後
に
、
富
岡
市 

高
瀬
地
区
の
有
識
者
の
間
で
は
、
四
天
王
寺
庚
申
縁
起
が
一
種
の
教
養
と
な
っ
て
い
た 

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

の

意

味

で

「大
宝
元
年
」
は
実
年
代
を
越
え
た
「銘
文
」
と
見

②千手寺の七面庚申石幢(天文17) 
桐生市川内町小倉
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ら
れ
、
「
大
青
面
金
剛
明
王
」

と
同
様
の
意
味
を
持
つ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

か
く
し
て
本
県
に
お
け
る
庚
申
塔
の
初
現
は
、
桐
生
市
小
倉
の
七
面
庚
申
石
幢
と
い 

う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
大
間
々
町
浅
原
の
元
亀
四
年(

一
五
四
三)

の
七
仏
輪
廻
庚 

申
石
幢
一
対
が
こ
れ
に
次
い
で
い
る
。
次
に
、
両
塔
の
銘
文
を
全
文
掲
げ
て
お
く
。

〇
桐
生
市
川
内
町
小
倉
千
手
寺
七
面
庚
申
石
幢

「奉

大

乗

六

部

石

燈

供

養

彫 

六
道
能
化
地
蔵
薩
埵
尊
容 

現

世

安

穏

後

生

善 

処

処

天

文

拾

七

年

戊

申

八

月

日

庚

申

七

面

塔

西

小

倉

村

旦 

那
椅
会
座
」 

〇
大
間
々
町
浅
原
馬
場
七
仏
輪
廻
庚
申
石
幢

「奉
造
立
六
地
蔵
庚
申
供
養
朝
原
村
本
願
弥
左
衛
門
人
数
四
十
一
人
也 

于
時
元 

亀
四
年
癸
酉
八
月
吉
日
」

庚
申
塔
の
種
類 

庚
申
塔
ほ
ど
種
類
の
多
い
石
造
物
も
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
。

分
類
す
れ
ば
表⑵

の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

表⑵

庚
申
塔
の
分
類

文

字

塔

庚
申•

庚
申
塔.

庚
申
碑•

庚
申
神•

庚
申
供
養. 

庚
申
供
養
塔•

か
ぅ
し
ん.

奉
造
立
庚
申
ー
ー
世
安
楽. 

庚

申
X

,
 
i
 

庚
申
尊.

百
庚
申.

五
百
庚
申•

千
庚
申.

上
章
捃

灘.

上
章
捃
灘
塔.

賓
^

•

丞
汽
な
ど

青
面
金
剛•

青
面
尊•

青
面
金
剛
明
王•

青
面
金
剛 

尊•

青
面
王•

青
面
金
剛
童
子•

大
青
面
王•

大
青 

主
冃
面
金
岡
文{
子i

面
金
剛
明
王.

大
青
面
尊.

奉
供
養
青
面
金
剛
塔.

青
面
金
剛
王•

大
青
面
金
剛
宝
塔
な
ど

猿
田
彦
命.

猿
田
彦
大
神•

猿
田
毘
古
大
神.

猿
田 

—

丨5
 r

、M  

毘
子
大
神•

奉
勧
請
猿
田
彦
大
神•

左
留
田
比
古, 

袁
田
彦
文
字
塔

大
田
神.

都
波
岐
大
神.

岐
神
八
衢
神•

大
元
尊
猿 

田
彦
大
神•

事
勝
神•

千
勝
神
な
ど

梵

字

塔

一
^

^

な
ど

帝
釈
天.

帝
釈
尊
天•

大
帝
釈
天.

三
尸
怨.

三
尸 

三

尸

塔

他

絶
な
ど

像

塔

青
面 

金
剛 

像

一

面

二

臂•

一
面
四
肴•

一
面
六
臂•

一
面
八
臂 

猿

田

彦

像

如 

来 

像

釈

迦
.

大
日.

阿
弥
陀•

薬
師
な
ど

菩 

薩 

像 

如
意
輪
観
音•

聖
観
音.

馬
頭
観
音•

地
蔵
な
ど 

天

部.

明

王

像

帝

釈

天.

不
動.

閻
魔

そ

の

他

の

像

道

祖

神
.

猿

像(

一
猿•

二
猿•

三
猿)

な
ど

そ

の

他

特

殊

塔

層
塔 

ー
ー
層•

三
層.
(

四
層)
•

五
層

石
穀•

石̂

〇
層
塔-

燈
籠•

石
幢
な
ど
の
中
に
対
を
な
す
も 

宝
塔
・
多
宝
塔
・
宝

箇

印

塔

〇

集
合
体
と
し
て
百
庚
申•

五
百
庚
申•

千
庚
申 

燈
籠•

石
幢•

石

臼(
板
碑) 

な
ど
が
あ
る
。

文
字
塔
は
総
計
九
、
二
六
九
基(

百
庚
申
中
に
含
ま
れ
る
も
の
は
除
く) 

報
告
さ
れ
て 

い
る
。
ぅ
ち
「
庚
申
」
「庚
申
供
養
塔
」
な
ど
の
庚
申
文
字
塔
は
八
、
ニ
ー 

ー
基
で
八
八％
 

を
占
め
て
い
る
。
「庚
申
」

の
表
現
方
法
も
、
楷
.

行
.

草
.

隸
.

篆
の
五
体
の
漢
字
に 

よ
る
も
の
の
ほ
か
、

か
な
書
き
の
も
の
や
梵
字
で
音
を
写
し
た
も
の
ま
で
、
多
種
多
様 

で
あ
る
。(

図
参
照)

「青
面
金
剛
」
「青
面
金
剛
明
王
」
な
ど
の
青
面
金
剛
文
字
塔
は
六 

四
〇
基(

七％
)

。
「猿
田
彦
命
」
、
「
猨
田
毘
古
尊
」
な
ど
の
猿
田
彦
文
字
塔
は
ニ
ニ
四
基 

(

三％
)

と
な
っ
て
い
る
。(

別
表
参
照)

像
塔
は
総
計
一
、
二
五
一
基
で
あ
り
、
ぅ
ち
青
面
金
剛
像
一
、
一
九
〇
基(

九
五％
)

と 

圧
倒
的
な
数
で
あ
る
。



庚
申
文
字
塔(

コ
ー
シ
ン
の
音
を
梵
字
に
写
し
た
例)

コ
ウ 

ジ
ン

1

賓

负

 

榛
東
村
広
馬
場
上
サ
琴
平
宮

カ
ウ 

シ
ン

小
野
上
村
村
上
古
城
台

キ
ヤ
ウ 

シ
ン

3

孓

A

 

前
橋
市
川
原
町
市
杵
島
神
社

義
軌
に
よ
る
青
面
金
剛
像
は
、

一
面
三
眼
四
臂
と
な
っ
て
い
る
が
、

一
面
六
臂
像
が 

圧
倒
的
に
多
く
、
四
臂
像
が
こ
れ
に
次
ぎ
二
臂
像.

八
臂
像
は
希
少
で
あ
る
。
ま
た
、
 

青
面
金
剛
像
の
分
布
に
つ
い
て
は
、
巻
末
の
分
布
図
に
見
る
通
り
東
毛
地
方
に
濃
密
で 

あ
り
、
美
術
的
に
み
て
も
す
ぐ
れ
た
作
品
が
多
い
よ
ぅ
に
見
受
け
ら
れ
る
。

青
面
金
剛
以
外
の
像
塔
で
目
立
つ
の
は
地
蔵
菩
薩
像
で
あ
る
。
独
尊
の
場
合
と
六
地 

蔵
の
よ
ぅ
に
集
合
体
で
表
現
さ
れ
る
場
合
が
見
ら
れ
る
。

太
田
市
か
ら
報
告
さ
れ
た
庚
申
像
塔
の
中
に
一
風
変
わ
っ
た
庚
申
像
が
あ
る
。
板
碑 

様
の
碑
面
上
部
に
二
鶏
、
下
部
に
二
猿
を
配
し
、
中
央
に
僧
形
合
掌
立
像
を
刻
み
出
し 

た
も
の
で
あ
る
。(

口
絵
参
照)

僧
形
の
像
が
何
で
あ
る
か
不
明
確
だ
が
ひ
と
ま
ず
地
蔵 

尊
像
と
し
て
お
く
。
『群
馬
歴
史
散
歩
』
第
四
〇
号(

庚
申
特
集
号)

の
中
で
小
花
波
平 

六
氏
が
こ
の
像
に
つ
い
て
ぶ
れ
て
い
る
。
「
上
部̂

二
鶏
下
部
に
二
猿
で
中
央
に
長
袖
の

衣
を
ま
と
う
合
掌
像
を
刻
む
寛
文
期
の
塔
が
太
田
市
付
近
で
み
ら
れ
る
。(

中
略)

こ
の 

珍
し
い
像
を
刻
む
の
も
群
馬
の
特
色
で
あ
り
、
青
面
金
剛
が
出
現
し
て
く
る
前
の
状
況 

を
示
す
貴
重
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
」

調
査
票
で
み
る
と
、
計

一

四

基

の

「地
蔵
像
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
一
〇
基
に 

紀
年
銘
が
あ
る
。
初
出
は
寛
文
六
年
七
月
銘
の
同
市
茂
木
正
願
寺
の
も
の
、
そ
し
て
延 

宝
二
年
十
一
月
銘
の
同
市
寺
井
聖
王
寺
の
塔
を
最
後
に
忽
然
と
姿
を
消
し
て
い
る
。
 

こ
の
間
八
年
余
で
あ
る
。
太
田
市
に
お
け
る
青
面
金
剛
像
の
初
出
は
寛
文
十
三
年(

同
市 

三
ツ
堀
常
盛
庵
跡)

で
あ
る
か
ら
、
小
花
波
氏
の
説
も
首
肯
さ
れ
よ
う
。

猿
田
彦
像
は
本
県
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
数
が
少
な
い
。
猿
田
彦
塔(

文
字
塔.

像
塔) 

の
総
造
立
数
二
三
三
基
中
わ
ず
か
六
基
で
二.

六％

に
す
ぎ
な
い
。
代
表
的
な
も
の
を 

二
、
三
例
示
し
て
お
こ
う
。

⑴

勢
多
郡
東
下
田
沢
字
津
久
瀬
所
在
の
「
元
文
二
天
巳
十
月
吉
日
」
銘
の
あ
る
も
の 

で
、
尖
頭
角
柱
に
猿
田
彦
像
を
刻
み
出
す
。
高
さ
九
八1
 
幅
三
〇
什
ン
。

⑵
 

太
田
市
上
田
島
鳥
ヶ
谷
所
在
の
「
万
延
元
年
庚
申
九
月
日
、
施

主

加

藤

、
猿
田 

彦
大
神
」

の
銘
を
も
つ
も
の
で
、
板
状
石
に
猿
田
彦
像
を
刻
む
。
高
さ
九
八
勺
、
幅 

二
九ro

⑶
 

利
根
郡
水
上
町
藤
原
栗
沢
所
在
の
「紀
元
二
千
五
百
三
十
六
年
一
月
吉
日
、
猿
田 

彦

大

神.

道

祖

神.

開
運
神
」

の
銘
を
有
す
る
。
板
状
白
然
石
の
表
面
を
平
滑
に
磨 

き
、
中
央
に
大
き
く
線
刻
の
猿
田
彦
像
を
描
く
。
高
さ
五
四r

、

幅
三
〇
什
ン
。

石
殿
型
庚
申
塔
は
一
六
二
基
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
県
内
各
地
に
分
布
し
て
い
る
が
、
 

強
い
て
い
え
ば
東
毛
地
方
に
稀
薄
で
あ
る
。
形

状

か

ら
み

る

と
「
流
れ
造
」
型
が
多
い 

よ
う
に
思
わ
れ
、
次

い

で

「
宝
形
造
」

の
い
わ
ゆ
る
石
堂
形
が
目
に
つ
く
。
他
に
入
母 

屋
造
」
な
ど
も
み
ら
れ
る
。

お
お
む
ね
一
猿
又
は
二
猿
を
配
し
、

一
鶏
又
は
二
鶏
を
付



上州の庚申塔と日待•月待塔

す
。
三
猿
付
は
年
代
的
に
新
し
い
と
み
ら
れ
る
。

層
塔
型
庚
申
塔
は
北
毛
地
方
を
中
心
に
計
七
二
基
報
告
さ
れ
て
い
る
。
二
層.

三
層. 

四

層.

五
層
塔
が
見
ら
れ
る
が
、

二

層.

四
層
は
も
と
三
層•

五
層
塔
で
あ
っ
た
可
能 

性
が
あ
る
。
各
層
に
日
月
、

二
猿
、

二
鶏
を
配
す
る
も
の
が
多
く
三
猿
付
も
あ
る
が
時 

代
的
に
は
新
し
い
も
の
で
あ
る
。

石
幢(

燈
籠)

型
庚
申
塔
は
計
五
二
基
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
後
述
の
ょ
ぅ
に
近
世
前 

期
に
造
立
が
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
県
下
最
古
の
庚
申
塔
は
石
幢
形
で
あ
っ
た
。
石
幢 

は
六
地
蔵
を
付
し
た
重
制
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
輪
廻
車
を
有
す
る
も
の
も
ま
れ
に 

あ
る
。(
大
間
々
町
浅
原
の
七
面
庚
申
石
幢)

独
立
の
燈
籠
型
は
き
わ
め
て
稀
少
で
あ
る
。
百
庚
申
や
庚
申
塚
な
ど
の
「
荘
厳
」

の 

施
設
と
し
て
造
立
さ
れ
る
場
合
が
多
い
ょ
ぅ
で
あ
る
。

百

庚

申•

百

観

音•

千
体
地
蔵•

千
体
不
動
な
ど
、
数

の

多

き

を

「吉
」
と
す
る
風

は
古
く
か
ら
あ
る
。
庚
申
塔
の
場
合
、
講
中
が
発
願
し
て
、
然
る
べ
き
場
所
を
卜
し
て 

百
基
の
庚
申
塔
を
造
立
す
る
例
が
各
地
に
み
ら
れ
る
。
百
庚
申
の
形
態
は
種
々
あ
る
が
、
 

基
本
的
に
は
、①

「
親
庚
申
」
を
中
心
に
計
百
基(

百
一
基)

造
立
す
る
場
合
、②

古
い 

庚
申
塔
の
建
つ
場
所(

庚

申

山.

庚
申
塚
な
ど
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る)

に
、
 

あ
る
時
期
百
庚
申
を
造
立
し
、
そ
の
後
も
近
く
の
講
中
に
よ
り
造
立
が
行
な
わ
れ
、
百 

基
を
越
え
る
数
の
庚
申
塔
が
林
立
し
て
い
る
場
合
、③

一
石
に
庚
申(

青
面
金
剛•

猿
田 

彦
命)

の
文
字
を
書
体
を
変
え
て
百
通
り
刻
む
二
石
百
庚
申
」n

碑
百
庚
申
」
と
称 

す
る
場
合
な
ど
に
大
別
で
き
よ
う
。
本
県
内
の
百
庚
申(
③

を
除
く)

の
造
立
数
は
一
七 

五
力
所
で
あ
る
。
そ
こ
に
造
立
さ
れ
た
庚
申
塔
は
一
万
一
千
基
以
上
で
あ
る
。(

調
査
票 

の
記
載
方
法
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
と
、
倒
伏
し
た
り
埋
没
し
た
り
山
積
み
に
な
っ 

て
い
て
正
確
な
数
が
確
認
で
き
ず
、
「計
数
十
基
」
「多
数
」
「
八
〇
基
以
上
」
の
よ
う
な 

記
載
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
起
因
す
る)

。

百
庚
申
の
造
立
年
代
は
江
戸
時
代
後
期
に
片
寄
っ
て
い
る
。
前
橋
市
を
例
に
と
っ
て 

造
立
年
代
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

前
橋
市
内
の
百
庚
申
は
十
二
箇
所
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
全
容
は
表⑶

の
通
り
で 

あ
る
。

初
出
は
寛
政
九
年
で
、
寛
政
十
二
年
の
庚
申
の
当
り
年
に
ニ
ヵ
所
、
万
延
元
年
の
庚 

申
年
に
三
力
所
、
そ
の
間(

六
〇
年
間)

に
四
力
所
造
立
さ
れ
て
い
る
、
不
明
の
三
力
所 

も
ほ
ぼ
同
時
期
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
全
て
寛
政
期
以
後
の
造
立
と
い
う
こ
と
に
な
り 

そ
う
で
あ
る
。

県
内
一
七
五
力
所
に
造
立
さ
れ
た
百
庚
申
の
造
立
年
代
も
ほ
ぼ
前
橋
市
の
傾
向
と
大 

同
小
異
と
見
て
よ
い
よ
う
だ
。
「
市
町
村
別
一
覧
表
」
中
に
は
、
享
保
八
年
、
宝
暦
九
年 

等
の
例
が
散
見
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
は
前
述
の②

の
百
庚
申
に
属
す
る
庚
申
塔
の
年
代

③石殿型庚申(寛永2)
安中市八本木地蔵堂墓地



表⑶
 

前
橋
市
の
百
庚
申

N0.
造

立

場

所
 

囉
庚
申_
 

現

存

塔

数
 

備

考
 

1

大£

叮
串
月
穹 

寛
政
十
ニ 

ー
 3
 
一
 

f

親
庚
申
を
中
心
に
一
親
庚
申
は
青

I

ま
日
彳̂
^

呂 

(

一八〇〇
)  

一
 C
 
一,

文
字
塔
一
〇
〇
基 

j  

面
尊
像I

 

2

総
社
町
五
霊
神
社 

万(Ml
ハS7E
数
不
明

3

鳥
羽
町
公
民
館 

不 

明

数

不

明

4

清
野
町 
く 
幡
宮 

天1
_

 

六

四
(
文
字
塔
の
み)

5

総
社
町
植
野
諏
訪
神
社 

天

六

二

(
文
字
塔
の
み)

6

江
田
町
鏡
宮
神
社 

嘉(
、X7K
五
e-H
ー
ー
三(
文
字
塔
の
み)

7

荻
窪
町
荻
窪
神
社 

f  

■  
(
i
)

一

 
約

五

〇(
文
字
塔
の
み)

8

西
大
室
町
最
善
寺 

寛1

S+
S-
四

一
(
文
字
塔
の
み)

9

下
長
磯
町
お
上
人
塚 

万(
@

0
$

約

七

〇(
文
字
塔
の
み) 

石
臼
型
あ
り 

10
川
原
町
市
杵
島
神
社 

天1

fi+
eE
ー
ー
五(
文
字
塔
の
み)

11
天
川
大
島
町
愛
宕
神
社 

不 

明 

六

〇
(

文
字
塔
の
み) 

肩̂

動

12
新
堀
町
新
堀
神
社 

1  

2

宄 

— 

九

三
(
文
字
塔
の
み)

と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の
精
査
に
よ
り
結
論
は
得
ら
れ
よ
ぅ
が
、

こ
こ 

で
は
予
測
に
と
ど
め
た
い
。

な
お
、
珍
し
い
百
庚
申
と
し
て
二
、
三
紹
介
し
て
お
こ
ぅ
。

⑴
 

十
二
山
の
千
庚
申
、
富
士
見
村
横
室
所
在

総
高
二
六

五

勺

の

「猿
田
彦
太
神
」
文
字
塔
を
親
庚
申
と
し
て
、
百
基
ご
と
に
総 

高
一
三
三
？
ン
の
「猿
田
比
古
太
神
」
文
字
塔
を
計
一
〇
基
配
し
、
小
庚
申
塔
を
九
九

〇
基
ほ
ど
合
せ
て
千
庚
申
を
構
成
す
る
。

こ
の
千
庚
申
は
、
百
庚
申
一
〇
組
の
集
合 

体
と
も
み
ら
れ
誠
に
状
大
な
造
塔
と
い
ぅ
ほ
か
な
い
。
万
延
元
年
の
造
立
で
あ
る
。
 

⑵
 

北
原
村
西
の
百
庚
申 

群
馬
町
北
原
村
西
に
所
在

三
枚
の
板
状
白
然
石
の
表
面
を
研
磨
し
て
三
碑
と
し
、
中

央

に

「
百
庚
申
」
と
大 

書
し
、
小
字
で
庚
申
の
文
字
を
四
〇
通
り
刻
ん
だ
総
高
一
七
〇
ン
の
大
碑
を
中
心
と 

し
、
向

っ

て

右

に

「猿
田
彦
大
神
」
と
大
書
し
、
同
じ
く
庚
申
の
文
字
を
三
三
通
り 

刻
む
、
裏

面

にr

元
治
二
年
歳
次
乙
丑
夏
四
月
望
後
二
日
」
の
紀
年
を
有
す
る(

総
高 

ー
ー
七r

)
。

向

っ

て

左

に

「青
面
金
剛
王
」
と
草
書
で
大
書
し
、
そ
の
左
右
に
「庚 

申
」

の
文
字(

中
字)

を
配
し
、
下

部

に

「庚
申
」

二
九
、
「青
面
王
」

一
、
計
三
二 

通
り
の
小
文
字
を
配
す(

総
高
ー
ニ
八̂
)

。

い
わ
ば
ニ
ニ
石
百
庚
申
」
で
あ
る
。
「庚 

申
」

の
文
字
の
行
間
に
書
家
の
名
前
が
十
五
人
分
ほ
ど
見
ぇ
る
。
近
隣
の
文
人
墨
客 

に
依
頼
し
た
も
の
で
、
堀
口
藍
園
、
木
暮
足
翁
ら
の
名
も
み
ぇ
る
。
逸
品
と
い
っ
て 

ょ
い
。(

口
絵
参
照)

⑶
 

川
浦
浅
間
神
社
の
一
石
百
体
庚
申 

倉
渕
村
川
浦
浅
間
神
社
境
内
所
在 

高
さ
一
三
ー
ー£

ン
、
幅
四
七r

の
尖
頭
角
柱
の
四
面
に
各
二
五
体
の
青
面
金
剛
像
を 

浮
彫
り
し
て
い
る
珍
し
い
も
の
で
、
「寛
政
六
甲
寅
天
六
月
如
意
日
」
の
紀
年
銘
が
あ 

る
〇

庚
申
塔
の
造
立
年
代 

本
県
の
庚
申
塔
の
初
出
は
前
述
の
通
り
天
文
十
七
年 

(

一
五
四
八)

の
七
面
庚
申
石
幢
で
あ
り
、
続
い
て
元
亀
四
年(

一老ーーー)

の
七
仏
輪
廻
庚
申
石
幢 

一
対
が
あ
る
。

こ
れ
ら
二
基
は
中
世
石
造
物
に
属
し
い
ず
れ
も
石
幢
型
で
あ
る
点
に
特 

色
が
あ
る
。(
高
崎
市
の
佐
野
美
術
館
に
あ
る
庚
申
板
碑
は
年
代
的
に
は
本
県
最
古(

天 

文
四
年)

を
示
す
が
、
も
と
東
京
都
足
立
区
内
に
あ
っ
た
も
の
で
、
本
県
の
庚
申
塔
と 

し
て
は
扱
わ
な
い)

そ
の
後
約
半
世
紀
を
経
て
本
県
の
庚
申
塔
造
立
は
本
格
化
す
る
の









で
あ
る
。

表⑷
$

表⑼

は
県
内
の
庚
申
塔
の
ぅ
ち
紀
年
銘
が
あ
る
も
の
を
種
類
毎
に
年
代
別
・
 

地
域
別
に
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

庚
申
文
字
塔
の
造
塔
は
、
寛
永
年
間
に
始
ま
り
、
元
禄
期
に
本
格
し
、
寛
政
期
に
ピ
ー 

ク
に
達
す
る
。

青
面
金
剛
像
塔
の
造
立
は
寛
文
年
間
に
始
ま
る
。
こ
れ
は
文
字
塔
の
初
出
か
ら
四
〇 

年
程
遅
れ
て
お
り
、
造
顕
の
ピ
ー
ク
は
元
禄
期
と
、
文
字
塔
の
そ
れ
よ
り
一
世
紀
ほ
ど 

早
い
の
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
十
五
世
紀
後
半
に
庚
申
板
碑
と
い
ぅ
形
で
関
東
中
南
部 

に
始
ま
っ
た
庚
申
造
塔
は
、
十
六
世
紀
中
頃
に
上
州
東
部
桐
生
近
辺
に
導
入
さ
れ
、
三 

基
の
中
世
石
幢
型
庚
申
塔
を
生
ん
だ
。
約
半
世
紀
後
に
上
州
各
地
で
文
字
庚
申
塔
の
造 

立
が
始
ま
り
、
地
域
的
に
特
色
を
持
つ
形
態
も
生
ま
れ
た
。
石
殿
型
庚
申
塔
が
群
馬. 

北
群
馬
両
郡(

旧
群
馬
郡
域)

を
中
心
に
一
六
二
基
の
造
立
を
見
、
ひ
き
続
い
て
層
塔
型 

庚
申
塔
が
北
毛
地
域
を
中
心
に
七
二
基
ほ
ど
造
立
さ
れ
た
。

い
ず
れ
も
十
七
世
紀
後
半 

に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
。
寛
文
年
間
に
は
青
面
金
剛
像
の
造
立
が
始
ま
り
元
禄
期
に
は 

館

林•

邑
楽
地
方
を
中
心
に
造
立
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。

一
方
文
字
塔
は
寛
政
十
二
年 

と
万
延
元
年
の
庚
申
年
に
、
年
間
一
、
〇
〇
〇
基
を
は
る
か
に
越
え
る
爆
発
的
な
造
立
数 

を
見
、
猿
田
彦
塔
も
幕
末
に
そ
の
数
を
増
し
た
。
こ
れ
に
並
行
し
て
各
地
に
百
庚
申
の 

造
立
が
相
つ
ぎ
、
寛
政
期
以
後
の
庚
申
塔
の
造
立
実
数
は
お
そ
ら
く 

一
万
一
千
基
を
下 

ら
な
い
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
夥
し
い
数
の
庚
申
塔
を
製
作
し
た
石
工
及
び
文
字
塔
の
文
字
を
揮 

毫
し
た
書
家
達
に
つ
い
て
は
、
概
論
を
参
照
願
い
た
い
。

三
、
日 

待 

塔

前
述
の
と
お
り
、
庚
申
塔•

月
待
塔
も
広
義
の
日
待
塔
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で 

は
日
待
塔(
狭
義)

、
甲
子
塔(

子
待
塔)

、
己
巳
塔(

巳
待
塔)

、
大
黒
天
塔
、
大
国
主
命 

塔
、
弁
才
天
塔
、
弁
財
天
塔
、
大
黒
天
像
、
弁
才
天
像
等
を
日
待
塔
と
し
て
、
調
査
表 

の
集
約
を
し
て
み
た
い
。

⑴

日

待

塔

「
お
日
待
ち
」
は
、
春
秋
の
社
日
な
ど
の
特
定
の
日
に
、
講
員
が
宿
に
集
ま
り
食
事 

を
共
に
し
て
一
夜
を
過
ご
し
、
日
の
出
を
拝
し
て
作
物
の
豊
穣
な
ど
を
祈
願
し
て
散
会 

す
る
行
事
で
あ
る
。
お
日
待
ち
の
記
念
物
と
し
て
或
い
は
講
員
の
信
仰
の
依
代
と
し
て 

造
立
さ
れ
た
の
が
日
待
塔
で
あ
る
。

形
態
的
に
は
、
自
然
石.

角
柱
形.

石
殿
形•

層

塔•

像
塔
な
ど
が
あ
る
が
、

い
ず 

れ

も

「
日
待
」
の
文
字
が
不
可
欠
で
あ
る
。

本
県
に
は
四
〇
基
の
日
待
塔
が
遺
存
す
る
が
、
東
毛
地
方
を
除
く
県
内
各
地
に
散
見 

さ
れ
る
。
市
町
村
別
に
み
て
も
、
赤
城
村•

松
井
田
町
の
各
四
基
、
甘
楽
町.

長
野
原 

町
.

水
上
町
の
各
三
基
が
多
い
方
で
あ
る
。
造
立
年
代
を
み
る
と
、
承

応.

寛
文
年
代 

に
造
立
が
集
中
し
て
お
り
、
比
較
的
古
い
時
代
の
も
の
が
多
い
が
、
中
世
に
ま
で
さ
か 

の
ぼ
る
の
は
今
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
次
に
代
表
的
な
も
の
を
二
、
三
紹
介 

し
て
お
こ
ぅ
。

①
 

吉
井
町
穴
岡
薬
師
所
在
、
虚
空
蔵
菩
薩
像
の
日
待
塔
で
「奉
造
立
日
待
供
養 

正 

徳
二
壬
辰
年
十
一
月
吉
祥
日 

施
主
惣
村
中
」
の
銘
が
あ
る
。
高
さ
一
五
〇
并
ン
。



上州の日待塔市町村別一覧

(注)1.この表は各市町村から報告された「石造文化財調査票」をもとにして作成した。

2. 巳待塔(文字)は巳待、己巳待のほか、弁財天、弁才天の文字を刻む塔を含んでい

る〇

3. 子待塔(文字)は、子待、甲子待のほか、大黒天、大国主命、大己貴命などの文字 

を刻む塔を含んでいる。

4. この表にあるもののほか、宇賀神(像)2、少彦名命(文)1、日月待(文)1、燈籠 

型の弁財天、巳待各1がある。

一
 

市
郡
別
「 

市 

「

勢 

多 

郡 

1 II

群

馬

郡

〕 

北

群

馬

郡 

11 

多 

野 

郡 

1 II

甘

楽

郡

董 闩锌搭 巳待塔 弁財は)弁財⑶子待塔 大黒I里遼
I 日椒* 2 * 2 * 2 * 2 3 4 4 4 4 (文字>天 像 天石祠(文字>天 像 皆黒智
号市町村別__________________________________________________ ______________________________________________________________戶 刺"

1前橋市 1 6 1 30 2

2高崎市 2 11 1 2

3桐生市 10 3

4伊勢崎市 1' 4 32 4

5太田市 4 2 14 1

6沼田市 1

7館林市 4 1 3 2 1 1

8渋川市 1 1 5 15 1 5

9藤岡市 2 45 1 20

10富岡市 11 1

11安中市 1 18 4 3 1

____市 _計(11) (9) (114) (9) (23) (107) (16) (1)

12北橘村 1 1 1 3 3

13赤城村 4 3 3 6 1

14富士見村 10 1 3

15大胡町 2 3 10

16宮城村

17粕川村 1 3 4 1

18新里村_______________________________________________________

19黒保根村 1

20東 村 1

計(9) (5) (15) (3) (11) (27) (5)-

21榛名町 6 5 1

22倉渕村 _________1______________________________________________2_________________ 1 1

23箕郷町 1 1

24群馬町 1 1 1

計⑷ (1) (6) (2) (8) (3) (1) ⑴

25子持村 2 1

26小野上村 1 1 6 1 2

27伊香保町 1

28榛東村 1 2 1 6 1

29吉岡村 111

計(5) (4) (3) (1) (14) (3) (4)

30新 町 1

31鬼石町 6 1

32吉井町 1 18 10

33万場町 7 1

34中里村 1

35上野村 1

計(6) (1) (33) ⑴ (12) .

36妙義町 1

37下仁田町 1 12 3

38南牧村 14 2 1

39甘楽町 3 10

計 (4) ⑷ (37) (5) (1)

I  

市
罰I

碓
氷
郡
一 

吾 

妻 

郡 

- 

利 

根 

郡 

11 

佐

波

郡
 

L  

新

田

郡

I—
—山
田
郡I
I

邑

楽

郡
 

|

蔞 日待塔 巳待塔 弁財⑶ 弁財⑵ 子待塔 大黒 t里ぶ
雪 日侍k (文字)天像天石祠(文字)天像轻:黒$
号 市町村別 ね_祠

[|叫松井Em 4 6 5 1

ま 計⑴ (4) (6) (5) (1)

41中之条町 4 4 4 7 2

42東 村 2 1

:43 吾妻町 2 7 6 2 14 3

44_長野原町________3_ 6 2

5 45嬌恋村

46草津町 1

;47六合村 2 2

48高山村 12

_ 計 _(8) _______⑺ _ (19) (11) (8) (27) (5) •

49白沢村 3

50利根村 3

[51片品村 1

52川場村 1

53月夜野町 1 1 2

,54水上町 3 1 1

> 55新治村 1 5 5

56昭和村 4

_計 _(8) ______ ⑸ _ (2) (12) (6) (7)

57赤堀村 12 1 7 1

:58東 村 7

:59 境 町 1 2 25 2 1

;60玉村町 3 7 1

計(4)_______________ (16) (3) (46) (3) (2)

61尾島町 22 2

:62新E町 4 3

63藪塚本町 1 1

;64笠懸村 9 1 4 1

計(4) (14) (1) (30) (3)

65大間々町 1 1 5

: 計(1)_____________________ ⑴ (1) (5)

66板食町 1 2 111

■ 67明和村 2 2

-68千代田町 1

;69大泉町 1

70邑楽町 2 1 1 1

_計 _(5)_____________________(3) _________⑴ _ ⑸ (3) (4) (1)

郡 _ 計(59) (31) (155) (23) (63) (164) (38) ⑷

合計 40 269 32 86 271 54 5



上州の庚申塔と日待•月待塔

②
 

赤
城
村
長
井
小
川
田
字
年
丸
所
在
、
石
殿
の
身
部
右
側
面
に
「為
御
日
待 

奉
建 

修
石
造 

于
時
承
應
三
年
甲
午
十
月
吉
日
」
左
側
面
に
「年
丸
」
の
地
名
と
計
一
四 

人
の
人
名
が
あ
る
。
高
さ
一
四
六

。

③ 

渋
川
市
金
井
金
蔵
寺
墓
地
所
在
、
六
地
蔵
石
幢
の
竿
部
に
「
日
待
供
養
寛
文
十 

年
庚
戌
拾
月 

岸
忠
右
工
門(
他
九
名)

」
の
銘
が
あ
る◦

高
さ
一
六
二
什
ン
。

④
 

伊
勢
崎
市
連
取
町
飯
玉
神
社
所
在
。
板
碑
型
の
文
字
碑
で
「赛
(

バ
ー
ン
ク)

奉 

待
日
天
尊
供
養
所 

于
時
寛
文
元
年
辛
丑
今
月
今
日 

才
兵
衛(
外
十
二
名)

」
の
銘 

が
あ
る
。
高
さ
一
〇
五£

ン。

⑵

甲
子
待
塔

甲
子
待
は
、
甲
子
待
講
、
子
待
講
の
人
々
が
、
甲
子
の
日(

子
の
日)

の
夜
に
特
定
の 

家
を
宿
と
し
て
集
ま
り
、
大
黒
天(
大
国
主
命)

を
祀
り
、
夜
遅
く
ま
で
飲
食
雑
談
し
、

来

福.

商
売
繁
昌
等
を
祈
る
行
事
で
あ
る
。
甲
子
は
干
支
の
最
初
で
あ
り
、
陰
陽
道
に 

お

い

て

「大
吉
」
と
さ
れ
る
。
ま

た

「
子
」
は

「
ね
」
で
あ
り
鼠
に
通
ず
る
。

一
方
、
 

大
黒
天
の
「大
黒
」
と
大
国
主
命
の
「大
国
」
の
音
が
通
ず
る
と
こ
ろ
か
ら
両
者
の
習 

合
が
行
わ
れ
た
。
大
国
主
命
の
神
話
か
ら
、
鼠
は
大
国
主
命
の
神
使
と
さ
れ
、
大
黒
天 

の

「使
い
」
と
も
な
っ
た
。
甲
子
と
大
黒
天(
大
国
主
命)

の
結
び
つ
き
は
以
上
の
よ
ぅ 

な
理
由
に
よ
り
説
明
さ
れ
て
い
る
。

大
黒
天
は
室
町
時
代
よ
り
七
福
神
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
お
り
、
恵
比
須
と
並
ん
で 

わ
が
国
の
代
表
的
な
福
神
で
あ
る
。
従
っ
て
、
甲
子
待
講(

子
待
講)

は
町
人
に
よ
っ
て 

結
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
か
れ
ら
町
人
の
結
成
し
た
講
中
の
造
立
し
た
石
塔
が 

甲
子
塔
で
あ
っ
た
。

甲
子
塔
に
は
文
字
塔
と
刻
像
塔
が
あ
る
。

文
字
塔
に
刻
ま
れ
る
文
字
は
、
「
甲
子
」
「甲
子
待
」
「甲
子
塔
」
「甲
子
待
塔
」
「甲
子

④年丸の日待塔(承応3) 
赤城村長井小川田

⑤子待大黒天像(延享元) 

高崎市上大類町安楽寺



大
黒
天
」
「
子
待
」
「
子
待
塔
」
「大
黒
天
」
「大
黒
尊
天
」
「大
黒
天
神
」
「大
黒
待
供
養
」 

「大
国
主
命
」
「大
己
貴
命
」
「大
国
主
大
神
」
な
ど
で
あ
り
、
供
養
塔
と
し
て
の
造
立 

の
よ
う
で
あ
る
。

刻
像
塔
は
、
丸

彫.

浮

彫•

線
刻
な
ど
で
、
像
容
は
一
般
に
頭
巾
を
か
ぶ
り
、
肩
に 

大
き
な
袋
を
担
ぎ
、
打
出
の
木
槌
を
持
ち
、
俵
二
俵
の
上
に
立
つ
姿
を
と
る
も
の
の
よ 

う
で
あ
る
。

本
県
に
お
け
る
甲
子
塔
の
造
立
状
況
は
、
文
字
塔
二
六
九
基
、
大
黒
天
像
五
三
基
、
 

石
殿(

石
祠)

五
基
、
総
計
三
二
七
基
で
あ
る
。
造
立
年
代
は
、
享
保
期
か
ら
造
立
が
始 

ま
る
が
、
文
化
元
年
及
び
元
治
元
年
の
甲
子
年
に
造
立
が
集
中
し
て
い
る
。

⑶

己
巳
待
塔

己
巳
待
は
、
己

巳

の

日(

巳
の
日)

に
、
巳
待
講
の
人
々
が
宿
に
集
い
深
夜
ま
で
精 

進
供
養
を
し
、
家
内
安
全
、
五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈
る
行
事
で
あ
る
。

ニ
ヵ
月(

六
〇
日) 

毎
に
巡
り
く
る
己
巳
の
日
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
時
に
前
日
の
戊
辰
の
日
に
行 

な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
巳
の
日
は
弁
才
天
の
縁
日
で
あ
り
、
巳
待
の
本
尊
と
し
て
弁 

才
天
を
祀
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

弁
才
天
は
ィ
ン
ド
の
河
を
神
格
化
し
た
も
の
で
、
初
め
は
土
地
豊
饒
の
農
業
の
神
と 

し
て
尊
崇
さ
れ
た
が
、
後
に
智
の
神(

バ
ー
チ)

と
結
合
し
、
言
語•

音
楽
の
神
に
転
じ 

た
と
さ
れ
る
。
我
が
国
で
は
鎌
倉
時
代
以
降
、
楽
天
と
し
て
以
外
に
、
「弁
財
天
」
と
記 

し
て
、
福
徳
神
と
し
て
広
く
尊
崇
さ
れ
た
と
い
う
。
室
町
時
代
に
は
七
福
神
の
一
つ
に 

加
わ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
財
宝
を
恵
む
福
神
と
し
て
流
行
神
と
な
り
町
人
の 

尊
崇
を
集
め
た
。

「
巳
」
は
蛇
に
通
じ
、
蛇
は
弁
才
天
の
神
使
と
さ
れ
、
巳
待
講
の
人
々
に
大
切
に
扱

わ
れ
た
。

巳
待
講
の
人
々
が
造
立
し
た
供
養
塔
が
巳
待
塔
で
あ
る
が
、
甲
子
待
塔
と
同
じ
く
、
 

文
字
塔
と
刻
像
塔
が
あ
る
。

文
字
塔
に
刻
ま
れ
た
文
字
と
し
て
は
、
「
巳
待
」
「
巳
待
塔
」
「
巳
待
供
養
」
「
己
巳
待
」 

「
己
巳
待
供
養
」
「
彡
(

ゥ)

弁
才
天
」
「弁
財
天
」
「
弁
才
天
女
」
「弁
才
尊
天
」
「大
弁 

才
天
女
」
な
ど
が
あ
る
。
刻
像
塔
と
し
て
は
、
丸
彫
、
浮
彫
、
線
刻
な
ど
の
形
が
あ
る
。

像
容
は
、
経

軌

で

は

「
八
臂
」
と
あ
り
、
各
手
に
弓
、
箭
、
刀
、
稍
、
斧
、
長
杵
、
 

鉄
輪
、
羅
索
を
持
つ
と
さ
れ
る
が
、
石
造
の
弁
才
天
像
は
ほ
と
ん
ど
こ
れ
に
ょ
ら
な
い
。 

八
臂
像
の
場
合
は
右
手
に
鍵
を
持
つ
こ
と
が
多
く
、
頭
部
に
鳥
居
又
は
蛇
を
戴
く
形
を 

と
る
。

二
臂
像
も
あ
る
が
、
頭
部
に
鳥
居
を
戴
く
形
は
八
臂
像
と
共
通
で
あ
る
。

な
お
、
稀
少
例
で
は
あ
る
が
、
人
頭
蛇
身
の
宇
賀
神
像
も
あ
り
、
巳
待
の
刻
像
と
さ 

れ
る
。

『群
馬
県
民
俗
分
布
地
図
』(

群
馬
県
教
育
委
員
会
編)

に
ょ
れ
ば
、
甲
子
講
は
水
上

⑥宇賀神吾妻町
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町
.

中
之
条
町.

長
野
原
町.

安

中

市.

高
崎
市
の
五
地
点
に
見
え
る
が
、
巳
待
講
は 

ー  

ヵ
所
も
見
え
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
巳
待
塔
は
西
毛
地
方
を
中
心
に
、
文
字
塔 

二
六
九
基
、
刻
像
塔
三
二
基
、
石
殿(

石
祠)

八
六
基
、
計
三
八
七
基
が
遺
存
す
る
の
で 

あ
る
。

年
代
的
に
は
、
元
禄
期
か
ら
造
塔
が
始
ま
り
、
寛

延

二

年•

文

化

六

年•

明
治
二
年 

の
己
巳
年
の
造
塔
が
目
立
つ
が
、
概
し
て
江
戸
後
期
の
造
立
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
甲 

子
講
と
同
様
、
貨
幣
経
済
の
発
達
に
よ
る
町
人
勢
力
の
増
大
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と 

考
え
ら
れ
る
。

四
、
月 

待 

塔

月
待
塔
は
、
特
定
の
月
齢
の
夜
に
定
ま
っ
た
宿
に
集
ま
り
、
月
の
出
を
拝
す
る
行
事 

を
行
な
っ
た
月
待
講
の
人
々
に
よ
っ
て
、
供
養
の
し
る
し
に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

「
月
待
」
も
、
前
述
の
と
お
り
広
義
の
日
待(

ま
ち
ご
と)

で
あ
る
。

わ
が
国
に
は
古
来
、
月
の
盈
ち
欠
け
に
神
秘
性
を
感
じ
、
月
を
崇
め
拝
す
る
習
慣
が 

あ
り
、
貴
族
社
会
で
は
十
五
夜
の
月
を
基
準
に
、
そ
の
後
の
月
を
文
学
的
に
表
現
し
て 

い
る
。
十
六
夜
を
い
ざ
よ
い.

十
七
夜
を
立
待.

十
八
夜
を
居
待.

十
九
夜
を
伏
待
、
 

そ
れ
以
後
を
寝
待
と
称
し
て
い
る
。

こ
の
よ
ぅ
に
月
待
の
歴
史
は
古
い
の
だ
が
、
月
待 

塔
の
造
立
は
室
町
時
代
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
日
本
石
仏
事
典
』

に
よ
れ
ば
、
 

月
待
塔
の
最
古
の
も
の
は
、
埼
玉
県
富
士
見
市
の
個
人
蔵
に
な
る
板
碑
で
「(

弥
陀
三
尊 

種
子)

奉
待
月
供
養
」

の
銘
が
あ
り
嘉
吉
元
年(

一
四
四
一)

の
造
立
だ
と
い
ぅ
。

本
県
に
も
多
く
の
青
石
塔
婆(

板
碑)

が
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
月
待
を
示
す
も
の 

は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

月
待
塔
の
分
類 

月
待
塔
は
、
そ

の

「当
り
日
」

に
よ
っ
て
十
九
夜
塔•

二
十
一 

夜

塔•

二
十
二
夜
塔•

二
十
三
夜
塔
な
ど
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

全
国
的
に
み
る
と
、
「
三
日
月
待
」
「
士
二
夜
」
「
十
四
夜
」
「十
五
夜
」
「
十
六
夜
」
「
十 

七
夜
」
「十
八
夜
」
「十
九
夜
」
三

十

日

夜

」
「
二
十
一
夜
」
「
二
十
二
夜
」
「
二
十
三
夜
」 

「
二
十
四
夜
」
「
二
十
五
夜
」
「
二
十
六
夜
」
「
二
十
七
夜
」
「
二
十
八
夜
」
「
二
十
九
夜
」 

「
月
待
」
「
七
夜
待
」
な
ど
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
地
域
的
に
偏
在
し
て 

い
る
よ
ぅ
で
あ
り
、
本
県
で
は
十
五
夜.

十

八

夜.

二
十
四
夜.

二
十
五
夜.

二
十
七 

夜
•

二
十
八
夜.

二
十
九
夜
の
月
待
塔
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

月
待
塔
は
、
文
字
塔
と
刻
像
塔
に
分
類
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
文
字
塔
の
場
合
は
、

「文
字
ど
お
り
」
区
分
す
れ
ば
よ
い
わ
け
だ
が
、
刻
像
塔
の
場
合
は
、
例
え
ば
如
意
輪 

観

音

像

に

「十
九
夜
待
」
と

か

「
二
十
二
夜
講
中
」
な
ど
の
銘
が
あ
れ
ば
簡
単
だ
が
、
 

単

に

「
講
中
」
と

か

「惣
邑
中
」
な
ど
の
銘
文
し
か
な
い
場
合
は
困
る
こ
と
が
あ
る
。

表⑽
 

七
夜
待
の
本
尊(

「
日
本
石
仏
事
典
」
ょ
り)

"
"
\

出
典
——I

—1
七
七
夜
待 

I
I

七

夜

待
 

当

り

I
U
3
E

ネ
I 

之

大

事
 

本
尊
之
事 

十

七

日

千

手

観

音

正

観

音

千

手

観

音
 

十

八

日

正
 

観

音

千

手

観

音

正

観

音
 

十

九

日

馬

頭

観

音

馬

頭

観

音

馬

頭

観

音
 

二

十

日

十

一

面

観

音

十

一

面

十

一

面
 

二

十

一

日

如

意

輪

観

音

准
 

胝

准
 

胝 

二

士

百

准

提

観

音

如

意

輪

如

意

輪
 

二

十

三

日

勢

至

菩

薩

勢
 

至

勢
 

至

七
夜
待
塔 

な
な
ょ
ま
ち
、
し
ち
や
ま
ち
と
称
さ
れ
る
が
、
「
七
日
の
夜
の
月
を
待 

つ
」

の
で
は
な
い
。
十
七
夜
の
月
か
ら
二
十
三
夜
の
月
ま
で
「
七
夜
」
連
続
し
て
月
待



供
養
し
た
記
念
の
塔
で
あ
る
。
七
夜
の
各
夜
に
主
尊
が
定
め
ら
れ
て
お
り(
表⑽
)

、
そ 

れ
ぞ
れ
の
主
尊
を
経
軌
に
則
て
供
養
す
る
と
い
う
仏
教
の
儀
式
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
 

こ
れ
を
修
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
は
僧
侶
及
び
一
部
上
流
階
級
の
人
々
だ
っ
た
で
あ
ろ 

う
。
時
代
が
下
っ
て
、
月
待
が
一
般
化
し
て
く
る
と
、
「七
夜
待
」
を
正
式
に
行
な
う
こ 

と
は
少
な
く
な
り
、
あ
る
地
方
で
は
如
意
輪
観
音
を
重
視
し
て
二
十
二
夜
待
を
修
し
、
 

ま
た
あ
る
地
域
で
は
勢
至
菩
薩
を
尊
崇
し
て
二
十
三
夜
の
月
を
拝
す
る
行
事
を
行
な
っ 

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
月
待
の
当
初
の
姿
は
「
七
夜
待
」
だ
っ
た
と 

考
え
ら
れ
、
七
夜
の
う
ち
の
い
く
つ
か
が
そ
の
土
地
に
根
づ
い
た
も
の
と
思
う
。

本
県
に
お
け
る
「十
九
夜
塔
」
の
分
布
は
館
林.

邑
楽
地
方
に
偏
在
し
て
い
る
。(
卷 

末
分
布
図
参
照)

し
か
し
、
沼
田
市.

桐
生
市•

伊
勢
崎
市
や
上
信
国
境
に
接
す
る
南 

牧
村.

下
仁
田
町-

松
井
田
町.

六
合
村.

長
野
原
町
な
ど
に
も
数
こ
そ
少
な
い
が
「十 

九
夜
塔
」
が
遺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
て
も
、
前
述
の
こ
と
が
肯
か
れ
よ
う
。

月
待
塔
の
分
布 

本
県
に
多
い
月
待
塔
は
二
十
二
夜
塔
と
二
十
三
夜
塔
で
あ
る
。
 

そ
れ
ぞ
れ
八
九
四
基.

六
一
五
基
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
れ
に
次
い
で
、
二
十
一
夜
塔 

二
六
五
基
、
十
九
夜
塔
一
三
二
基
で
あ
り
、
そ
の
外
数
種
類
の
月
待
塔
が
確
認
さ
れ
て 

い
る
が
、
数
は
少
な
い
。

さ
て
、
本
県
に
お
け
る
月
待
塔
の
分
布
に
つ
い
て
は
卷
末
の
分
布
図
に
み
る
よ
う
に 

特
徴
が
あ
る
。
即
ち
、
十
九
夜
塔•

二
十
一
夜
塔.

二
十
二
夜
塔(

い
ず
れ
も
如
意
輪
観 

音
を
本
尊
と
す
る
こ
と
が
多
い
月
待
塔)

の
分
布
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
十
九
夜
塔 

は
東
毛
地
方
の
特
に
館
林
市.

邑
楽
郡
地
域
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
分
布
し
、
二
十
一
夜
塔 

は
利
根
郡.

北
群
馬
郡
地
域
に
分
布
し
、
二
十
二
夜
塔
は
十
九
夜
塔
分
布
地
域
よ
り
西 

部
、
二
十
一
夜
塔
分
布
地
域
よ
り
南
部(
中.

西
毛
地
方)

に
分
布
し
て
い
る
。
上
記
の 

三
地
域
は
、
互
い
に
接
す
る
地
帯
に
混
在
を
み
る
が
、
ほ
と
ん
ど
確
然
と
し
た
分
布
域
を

保
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
確
か
な
こ
と
は
不
明
だ
が
、
 

こ
れ
ら
三
種
類
の
月
待
塔
の
背
景
に
あ
る
「講
」
集
団
は
、
三
者
共
に
「女
人
講
」
で 

あ
る
点
に
ヒ
ン
ト
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

月
待
講 

月
待
講
は
念
仏
講
の
要
素
を
強
く
も
っ
て
い
る
。
事
実
、
十
九
夜
塔
や 

二
十
二
夜
塔
の
銘
文
に
は
「十
九
夜
念
佛
講
中
」
「
二
十
ー
ー
夜
念
佛 

當
邑
女
人
講
中
」
 

な
ど
と
記
さ
れ
る
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
彼
女
達
は
、
輪
番
制
の
宿
に
集
い
、
 

手
作
り
の
ご
ち
そ
う
を
食
べ
な
が
ら
歓
談
し
、
月
の
上
る
の
を
待
つ
の
で
あ
る
が
、
そ 

の
時
二
十
二
夜
念
仏
な
ど
を
唱
和
す
る
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
農
村
女
性
に
と
っ
て 

こ
の
集
い
は
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
娯
楽
の
場
で
あ
っ
た
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
の
講
中
の
結 

束
は
か
た
く
、
し
か
も
本
尊
の
如
意
輪
観
音(

十
九
夜
様
、
二
十
一
夜
様
、
二
十
二
夜
様) 

に
対
す
る
崇
拝
は
な
み
な
み
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。

二
十
二
夜
様
の
念
仏

帰
妙
頂
来
あ
り
が
た
や

二
十
二
夜
ま
ち
ま
つ
人
は

し
み
づ
あ
ら
た
め
身
を
き
よ
め

心
の
悪
心
持
た
ず
し
て

し
ん
じ
ん
け
ん
ご
の
身
を
持
ち
て

菩
薩
を
拝
し
給
う
べ
し

女
人
菩
薩
の
ご
が
ん
に
は

あ
ま
た
女
人
の
身
代
り
に

血
の
池
地
獄
へ
落
ち
る
お
り

す
で
に
入
ら
ん
と
し
た
ま
え
ば

あ
ら
あ
り
が
た
や
ふ
し
ぎ
や
な
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池
ょ
り
蓮
華
が
現
れ
て

左
右
の
御
手
で
み
ど
り
子
を

い
だ
き
あ
げ
さ
せ
給
ぅ
べ
し

右
の
御
手
で
招
き
つ
っ

わ
れ
を
念
ず
る
人
な
れ
ば

血
し
や
く
け
っ
か
い
血
の
や
ま
い

長
血
白
血
の
や
ま
い
で
も

薬
効
能
ま
し
ま
さ
ば

た
ち
ま
ち
快
気
い
た
す
べ
し

子
の
な
い
女
人
に
子
を
授
け

産
前
産
後
の
大
難
も

安
産
に
し
て
え
さ
す
べ
し

(
妙
義
町
上
高
田
字
下
十
二
『妙
義
町
の
民
俗
』,
ょ
り)

な
お
、
分
布
図
裏
の
表
中
に
あ
る
「如
意
輪
像
の
み
」
の
欄
の
数
値
は
、
「十
九
夜
」 

「
二
十
一
夜
」
三

士
 

一
夜
」
の
文
字
は
な
い
が
「月
待
塔
」
と
し
て
報
告
さ
れ
た
も
の 

だ
が
、
例

え

ば

「十
九
夜
塔
」
地
域
に
あ
る
如
意
輪
観
音
像
で
「月
待
塔
」
と
さ
れ
て 

い
る
も
の
は
「十
九
夜
塔
」
と
し
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
混
在
地
域
も 

あ
る
の
を
考
慮
し
て
、
あ
え
て
独
立
の
欄
を
設
け
た
。

二
十
三
夜
塔 

二
十
三
夜
塔
は
「
三
夜
様
」
「
三
夜
待
」
と
も
称
さ
れ
る
。
三
夜
は 

産
夜
に
通
ず
る
と
し
て
、
お
産
の
神
様
と
さ
れ
一
般
的
に
は
女
性
の
み
の
講
が
多
い
と 

さ
れ
る
。
こ
の
夜
の
本
尊
は
勢
至
菩
薩
と
さ
れ
て
い
る
。

単

に

「月
待
」
と
あ
る
場
合
は
「
二
十
三
夜
待
」
と
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
に
、
月
待
の 

中
核
を
な
し
て
い
る
。

他
の
月
待
塔
が
地
域
的
に
偏
在
す
る
の
に
比
べ
、
二
十
三
夜
塔
は
全
国
各
地
に
遺
存

し
て
い
る
が
、
特
に
関
東
地
方
や
長
野
県
な
ど
に
多
く
遺
っ
て
い
る
と
い
ぅ
。

二
十
三
夜
塔
に
も
文
字
塔
と
刻
像
塔
が
あ
る
。

本
県
の
場
合
、
文
字
塔
で
は
「
ー
ー
十
三
夜
」
「
二
十
三
夜
塔
」
の
類
が
最
も
多
く
、
「
二 

十
三
夜
月
天
子
」
「大
勢
至
菩
薩
」
「得
大
勢
至
」
「徳
大
勢
至
」
な
ど
も
相
当
数
あ
る
ょ 

ぅ
で
あ
る
。
他

に

「
月
天
子
」
「帰
命
月
天
子
」
「月
読
命
」
「月
光
菩
薩
」
な
ど
も
数
は 

少
な
い
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

刻
像
塔
で
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
勢
至
菩
薩
像
が
多
い
が
、
全
県
で
五
二
基
と
意
外 

に
少
な
い
数
し
か
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
他
に
如
意
輪
観
音
像
、
月
天
、
地
蔵
菩
薩
、
 

大
日
如
来
な
ど
の
像
が
あ
る
。

全
国
的
に
は
「女
人
講
」
に
ょ
り
供
養
さ
れ
て
い
る
が
、
本
県
の
場
合
は
「
二
十
二 

夜
待
」
は
女
性
、
「
二
十
三
夜
待
」
は
男
性
と
な
っ
て
い
る
地
方
が
か
な
り
あ
る
。
本
県 

内
の
二
十
三
夜
塔
造
立
数(
遺
存
数)

は
六
一
五
基
で
、
県
内
各
地
に
ま
ん
べ
ん
な
く
分

⑦月天子二十三夜

前橋市後閑町円満寺



布
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
月
待
塔 

「十
六
夜
念
仏
供
養
」
と

か

「十
六
日
念
佛
」
の
銘
の
あ
る 

十
六
夜
塔
が
三
〇
基
報
告
さ
れ
て
い
る
。
地
蔵
尊
像
に
上
記
の
銘
を
有
す
る
刻
像
塔
も 

見
う
け
ら
れ
る
。
中
之
条
町
と
新
治
村
に
各
六
基
遺
存
す
る
。

「十
七
夜
塔
」
「永
代
十
七
夜
塔
」
と
刻
む
塔
が
桐
生
市.

太
田
市.

新
里
村
に
各
一 

基
あ
る
。

「
二
十
六
夜
塔
」
と
刻
ん
だ
文
字
塔
が
桐
生
市
に
三
基
、
前
橋
市•

片
品
村•

水
上 

町
に
各
一
基
あ
る
。
二
十
六
夜
待
講
は
染
色
業
者
の
講
だ
と
い
う
。
こ
の
夜
の
本
尊
は 

愛
染
明
王
と
さ
れ
、
愛
は
藍
、
染
は
染
め
る
と
い
う
こ
と
で
藍
染(
紺
屋)

を
業
と
す
る 

染
色
業
者
の
信
仰
を
集
め
た
と
思
わ
れ
る
。
愛
染
明
王
の
刻
像
塔
は
三
基
報
告
さ
れ
て 

い
る
。

「
戚 

十
四
夜
念
佛
供
養
」(

明
和
九
年)

、
如
意
輪
観
音
像
に
「奉
供
養
十
四
夜
念
佛 

為

(
宝
暦
三
年)

の
銘
を
も
つ
二
基
の
十
四
夜
塔
が
板
倉
町
に
あ
る
。
十
五
夜(
望 

月•

満
月)

の
前
夜
の
月
だ
か
ら
供
養
の
対
象
と
し
て
多
く
ま
つ
ら
れ
て
い
そ
う
だ
が
、
 

県
内
に
は
こ
の
二
基
の
み
で
あ
り
、
全
国
的
に
み
て
も
大
変
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。

「十
三
夜
塔
」
は
片
品
村
と
昭
和
村
に
各
一
基
、
「
三
日
月
尊
」
「
三
日
月
塔
」
「
三
日 

月
二
十
三
夜
」
な
ど
の
三
日
月
待
塔
が
桐
生
市•

榛
名
町.

板
倉
町
に
各
一
基
あ
る
。

「
二
十
夜
塔
」
は
吾
妻
郡
東
村
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
珍
ら
し
い
も
の
で 

あ
る
。
二
十
夜
塔
は
東
北
地
方(
宮
城
県.

岩
手
県)

に
集
中
し
て
造
立
さ
れ
て
い
る
地 

域
が
あ
る
と
い
う
。
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